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Disclaimer   免責事項 

DICOM is the worldwide Standard for medical imaging and related information. It is published and 

copyright by the National Electrical Manufacturers Association (NEMA). The normative DICOM 

Standard is published in English, and is available free on the official website at 

http://dicom.nema.org/standard.html.  

This document is a translation prepared by the Japan Medical Imaging and Radiological Systems 

Industries Association (JIRA) under agreement with NEMA, with the intention to help Japanese 

readers understand the DICOM Standard more readily. 

This translation represents a “best effort”; however, differences in meaning may exist between this 

translation and the normative DICOM Standard. Further, the DICOM Standard is under continuous 

maintenance and extension, so readers should expect that there are changes that are not reflected in 

this translation. 

In the event of any difference between this translation and the DICOM Standard published in English 

by NEMA, the English version is normative and takes precedence. 

Implementations shall claim conformance to the normative DICOM Standard. Users are advised to 

obtain the most current documents of the DICOM Standard directly from the official website. 

 

DICOMは医用画像と関連する情報に関する国際標準規格です。DICOM規格は米国電機工業会（NEMA）

が発行し著作権を有します。DICOM規格の規範文書は英語で出版され，公式サイト 

http://dicom.nema.org/standard.html から無償でダウンロードが可能です。 

この文書は日本語を好む読者が DICOM規格をより容易に理解するための手助けを意図して，NEMAの許可

を得て一般社団法人日本画像医療システム工業会（JIRA）が提供する翻訳です。 

この翻訳は最善の努力を以て提供されていますが，この翻訳と規範 DICOM規格の間に意味の違いが存在

するかもしれません。更に，DICOM規格は継続的な保守と拡張が施されているので，読者はこの翻訳に反映

されていない変更が存在することに留意する必要があります。 

この翻訳と NEMAが発行する英語版の DICOM規格との間に差が生じた場合は，英語版が規範であり優先し

ます。 

実装は規範 DICOM規格への適合性を宣言しなければなりません。使用者は DICOM規格の最新の文書を

公式サイトから直接入手することが要望されます。 
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まえがき 

ＡＣＲ（American College of Radiology）とＮＥＭＡ（National Electrical Manufacturers Association）は，

医療におけるデジタル画像と通信のための規格（ＤＩＣＯＭ）を開発するために合同委員会を組織し

た。このＤＩＣＯＭ規格は，ＮＥＭＡの手続きにしたがって開発された。 

この規格は，欧州のＣＥＮ ＴＣ２５１，および日本のＪＩＲＡを含む他の標準化組織との連絡のも

とに，また米国のＩＥＥＥ，ＨＬ７，およびＡＮＳＩを含む他の組織の論評をうけて開発された。 

ＤＩＣＯＭ規格は下記の文書の中で確立された指針を使用して，複数の巻の文書として構成される。 

- ISO/IEC Directives, 1989 Part 3: Drafting and Presentation of International Standards. 

この文書は，次の巻で構成されるＤＩＣＯＭ規格の一つの巻である： 

ＰＳ３．１： 序文と概論 

ＰＳ３．２： 適合性 

ＰＳ３．３： 情報オブジェクト定義 

ＰＳ３．４： サービスクラス仕様 

ＰＳ３．５： データ構造と符号化 

ＰＳ３．６： データ辞書 

ＰＳ３．７： メッセージ交換 

ＰＳ３．８： メッセージ交換のためのネットワーク通信サポート 

ＰＳ３．９： メッセージ交換のための二点間通信サポート 

ＰＳ３．１０： 媒体相互交換のための媒体保存とファイルフォーマット 

ＰＳ３．１１： 媒体保存応用プロファイル 

ＰＳ３．１２： 媒体相互交換のための媒体フォーマットと物理媒体 

ＰＳ３．１３： プリント管理二点間通信サポート 

ＰＳ３．１４： グレースケール標準表示関数 

これらの巻は，独立しているが，しかし関連した文書である。それらの開発レベルと承認の状態は異

なることがある。 
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１ 適用範囲と適用分野 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻は，ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素（ＤＩＭＳＥ）を明記する。ＤＩＭ

ＳＥは，医用画像および関連情報を交換する目的のために，同位のＤＩＣＯＭ応用エンティティによ

って使用される（サービスおよびプロトコルの両方の）応用サービス要素を定義する。 

ＤＩＭＳＥは，ＤＩＭＳＥブロトコルをあてにすることによってそのサービスを提供する。ＤＩＭＳ

Ｅプロトコルは，メッセージを構築するために必要な符号化規則を定義する。メッセージは，（ＰＳ

３．５の中で定義される）条件付きデータ集合によって後続される（ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で

定義される）コマンド集合から構成される。 

この巻は，下記を明記する： 

－ ＤＩＭＳＥ応用サービス要素によって提供されるサービスプリミティブの集合 

－ 各サービスプリミティブの中で交わされるパラメタ 

－ 各サービスプリミティブの意味記述のために必要な情報 

－ サービスプリミティブに適用可能な手続き 

－ ＤＩＣＯＭ複合および正規化コマンドプロトコルの抽象構文，および適用されるべき関連す

る符号化規則 

－ プロトコル制御情報の正しい解釈のための手続き 

－ 規格のこの巻の実装によって満足されるべき適合性必要条件 

－ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのために必要である応用コンテキスト 

－ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのアソシエーション必要条件 

－ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのための応用アソシエーション情報 

この巻は，ＤＩＣＯＭ規格の他の巻に次のことで関係している： 

－ ＰＳ３．３，情報オブジェクト定義は，この巻の中で明記されるサービスが適用されること

がある情報オブジェクト定義の集合を明記する 

－ ＰＳ３．５，データ構造と符号化は，この巻の中で明記されるメッセージの中で伝達される

条件付きデータ集合を構築するために必要な符号化規則に取り組む 

－ この巻は，ＰＳ３．４の中で記述されるサービスクラスを達成するために必要なプロトコル

およびサービスを定義する 

２ 引用文献 

次の規格は，このテキストの中で参照することで，この規格の規定を構成する規定を含んでいる。出

版の時点で，表示した版は有効だった。全ての規格は改訂の対象であり，この規格に準拠することに

同意する関係者は，下に示した規格の最新の版を適用する可能性について調査することを推奨される。 

ISO/IEC Directives, 1989 Part 3 - Drafting and presentation of International Standards. 

ISO 7498-1, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Basic Reference Model. 

ISO/TR 8509, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Service Conventions 
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ISO 8649, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Service Definition for the 
Association Control Service Element. 

ISO 8822, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Connection-Oriented Presentation 
Service Definition. 

ISO/IEC 9595:1991, Information Technology - Open Systems Interconnection - Common Management 
Information Service Definition. 

ISO/IEC 9834-3, Information Processing Systems - Open Systems Interconnection - Part 3: Procedures for the 
Assignment of Object Identifier Component Values for Joint OSI-CCITT Use 

３ 定義 

この規格の目的のために，次の定義が適用される。 

３．１ 参照モデル定義 

規格のこの巻は，ISO 7498-1 の中で開発された概念に準拠し，その中で定義される次の用語を使用す

る： 

ａ） 応用エンティティ Application Entity 

ｂ） 応用プロセス Application Process 

ｃ） プロトコルまたは層プロトコル Protocol or Layer Protocol 

ｄ） プロトコルデータ単位または層プロトコルデータ単位 Protocol Data Unit or Layer Protocol Data 
Unit 

ｅ） サービスまたは層サービス Service or Layer Service 

ｆ） 転送構文 Transfer Syntax 

３．２ サービス規約定義 

規格のこの巻は，ISO/TR 8509 の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） サービス提供者 Service Provider 

ｂ） サービス利用者 Service User 

ｃ） 確認型サービス Confirmed Service 

ｄ） 非確認型サービス Non-confirmed Service 

ｅ） プリミティブ Primitive 

ｆ） 要求（プリミティブ） Request (Primitive) 

ｇ） 指示（プリミティブ） Indication (Primitive) 

ｈ） 応答（プリミティブ） Response (Primitive) 

ｉ） 確認（プリミティブ） Confirmation (Primitive) 
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３．３ プレゼンテーションサービス定義 

規格のこの巻は，ISO 8822 の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 抽象構文 Abstract Syntax 

ｂ） 抽象構文名 Abstract Syntax Name 

ｃ） プレゼンテーションコンテキスト Presentation Context 

ｄ） プレゼンテーションデータ値 Presentation Data Value (PDV) 

３．４ ＡＣＳＥサービス定義 

規格のこの巻は，ISO 8649 の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ）アソシエーションまたは応用アソシエーション Association or Application Association 

ｂ）応用コンテキスト Application Context 

ｃ）アソシエーション制御サービス要素 Association Control Service Element 

ｄ）アソシエーション起動側 Association Initiator 

３．５ ＣＭＩＳサービス定義 

規格のこの巻は，ISO 9595 の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 機能単位 Functional Unit 

ｂ） カーネル機能単位 Kernel Functional Unit 

３．６ ＤＩＣＯＭ序文と概要定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．１の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 属性 Attribute 

ｂ） コマンド Command 

ｃ） コマンドの流れ Command Stream 

ｄ） データの流れ Data Stream 

ｅ） メッセージ Message 

３．７ ＤＩＣＯＭ上位層サービス定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．８の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） 固有識別子（ＵＩＤ） Unique Identifier (UID) 

ｂ） ＤＩＣＯＭ上位層 DICOM Upper Layer 

３．８ ＤＩＣＯＭサービスクラス定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．４の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） サービスクラス Service Class 
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ｂ） サービスクラス利用者（ＳＣＵ） Service Class User (SCU) 

ｃ） サービスクラス提供者（ＳＣＰ） Service Class Provider (SCP) 

ｄ） サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラス Service-Object Pair (SOP) Class 

ｅ） サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）インスタンス Service-Object Pair (SOP) Instance 

３．９ ＤＩＣＯＭデータ構造と符号化定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．５の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ） データ要素 Data Element 

ｂ） データ集合 Data Set 

３．１０ ＤＩＣＯＭメッセージ交換定義 

次の定義が，規格のこの巻の中で一般に使用される： 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素（ＤＩＭＳＥ） DICOM message service element (DIMSE)： 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で定義される特定応用サービス要素。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃサービス DIMSE-C services： 

同位ＤＩＭＳＥサービス利用者を含めた，複合情報オブジェクト定義に関係する複合ＳＯＰインスタ

ンスに対する操作をサポートするＤＩＭＳＥサービスのサブセット。 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービス DIMSE-N services： 

同位ＤＩＭＳＥ－サービス利用者を含めた，正規化情報オブジェクト定義に関係する正規化ＳＯＰイ

ンスタンスに対する操作および通知をサポートするＤＩＭＳＥサービスのサブセット。 

ＤＩＭＳＥサービス提供者 DIMSE-service-provider： 

同位ＤＩＭＳＥ－サービス利用者にＤＩＭＳＥサービスを提供するそれらのエンティティの全体の抽

象概念。 

ＤＩＭＳＥサービス利用者 DIMSE-service-user： 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素を使用する応用エンティティのある部分。 

起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者 Invoking DIMSE-service-user： 

ＤＩＭＳＥ操作または通知を起動するＤＩＭＳＥサービス利用者。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者 Performing DIMSE-service-user： 

同位ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動されるＤＩＭＳＥ操作または通知を実行するＤＩＭＳＥ

サービス利用者。 

４ 記号と省略形 

次の記号および省略形が，規格のこの巻の中で使用される。 

ACR  American College of Radiology 

ACSE  Association Control Service Element 
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ASCII American Standard Code for Information Interchange 

AE Application Entity 

ANSI American National Standards Institute 

CEN TC251  Comité Européen de Normalisation - Technical Committee 251 - Medical Informatics 

CMIS Common Management Information Service 

CMISE Common Management Information Service Element 

DICOM Digital Imaging and Communications in Medicine 

DIMSE DICOM Message Service Element 

DIMSE-C DICOM Message Service Element-Composite 

DIMSE-N DICOM Message Service Element-Normalized 

HL7  Health Level 7 

IEEE  Institute of Electrical and Electronics Engineers 

ISO  International Standards Organization 

JIRA  Japan Industries Association of Radiation Apparatus 

NEMA National Electrical Manufacturers Association 

OSI  Open Systems Interconnection 

PDU  Protocol Data Unit 

PDV  Protocol Data Values 

SOP  Service-Object Pair 

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol 

VM  Value Multiplicity 

VR  Value Representation 

UID  Unique Identifier 

UL  Upper Layers 

５ 規約 

次の規約が，規格のこの巻の中で示されるサービス記述表のために使用される。 

（＝） パラメタの値は，左の欄におけるパラメタの値に等しい。 

－ 適用されない。 

Ｃ パラメタは条件付きである。条件はパラメタを記述するテキストによって定義され

る。 

Ｍ 必須使用 
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ＭＦ 固定値をもつ必須 

ＮＵ 使用されない 

Ｐ 提供者起動 

Ｕ このパラメタの使用はＤＩＭＳＥサービス利用者任意選択である 

ＵＦ 固定値をもつ利用者任意選択 

６ サービスコンテキスト 

この節は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティのコンテキスト内でＤＩＣＯＭメッセージサービス要素およ

びプロトコルを定義する。特にこの節は，デジタル画像および通信のための多くの概念を明らかにす

るモデルを提供する，そして規格にわたって使用される主要な用語を導入する。このモデルは，ＤＩ

ＣＯＭ規格の応用層を別々の部分に分割するために使用される。 

６．１ ＤＩＣＯＭおよびＯＳＩ基本参照モデル 

ＯＳＩ基本参照モデルは，医用画像機器の相互接続をモデル化するために使用される。図６．１－１

の中で示されるように，通信プロトコルの７階層が区別される。ＤＩＣＯＭは，応用層に於けるＤＩ

ＣＯＭメッセージの交換を下位層によって提供される通信サポートから分離するために，ＯＳＩ上位

層サービスを使用する。 

このＯＳＩ上位層サービス境界は，アソシエーションを確立し，メッセージを転送し，そしてアソシ

エーションを終了することを，同位の応用エンティティに許す。この境界のために，ＤＩＣＯＭは，

ＯＳＩ規格（アソシエーション制御サービス要素によって拡張されたプレゼンテーションサービス）

を採用した。それは，通信サポート層の中で使用される特定のプロトコルのスタックからＤＩＣＯＭ

応用層を分離する単純なサービスである。 

三つの通信オプションが，提案される： 

－ 全二重セッションカーネル，プレゼンテーションカーネルおよびＡＣＳＥをもつプロトコル

の最小ＯＳＩスタック。これは，ＯＳＩプロトコル規格への完全な適合性を維持すると同時

に，上位層のオーバーヘッドを減らす 

－ ＴＣＰ／ＩＰを拡張した上位層プロトコル。それは，ＯＳＩスタックによって提案される同

じサービスおよび機能を提供すると同時に，実装することが簡単である単一プロトコルの中

にＯＳＩ上位層プロトコルを結合する 

－ 規格の前の版と互換性を持つ２点間プロトコルスタック 

ＤＩＣＯＭ上位層サービスは，ＰＳ３．８の中で定義される。 

2002/09/17 7



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

 
医用画像応用 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ 

ＤＩＣＯＭ 
セッション／ 

トランスポート／

ネットワーク 
（ＳＴＮ） 

ＤＩＣＯＭ 
ＴＣＰ／ＩＰ 

のための 
上位層プロトコル

標準ネットワーク物理層 
（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ，ＦＤＤＩ，ＩＳＤＮ等） 

ＤＩＣＯＭ 
データリンク 

ＤＩＣＯＭ 
物理層 

（５０ピン） 

ＴＣＰ

ＩＰ 

ＯＳＩアソシエーション制御 
サービス要素（ＡＣＳＥ） 

ＯＳＩプレゼンテーション 
カーネル 

ＯＳＩセッションカーネル 

ＯＳＩトランスポート 

ＯＳＩネットワーク 

ＬＬＣ 

ＯＳＩ 

上位層 

サービス

境界 

２点間環境 ネットワーク環境 

注：ＤＩＣＯＭ ＳＴＮはＯＳＩ上位層サービスのサブセットをサポートする。 
 

図６．１－１ ＤＩＣＯＭおよびＯＳＩ基本参照モデル 

６．２ ＤＩＣＯＭ応用層の構造 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティおよびそれが含むサービス要素が，図６．２－１の中で示される。 

注： この巻の付属書は，ＤＩＣＯＭ応用エンティティのある面を定義する。 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティの核心は，ＤＩＣＯＭ規格の次の巻によって明記される。 

－ ＰＳ３．３，情報オブジェクト定義は，この巻の中で定義されるサービスによって，その上

で操作されるＳＯＰインスタンスを定義するための基礎として使用されるデータモデルおよ

び属性を提供する。そのようなＳＯＰインスタンスは，画像，検査，患者などの実世界の出

来事を表現するために使用される。 
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－ ＰＳ３．４，サービスクラス仕様は，ＳＯＰインスタンス上で実行されることが可能な操作

の集合を定義する。そのような操作は，保存，情報の取得，印刷などを含むことがある。 

－ ＰＳ３．５，データ構造と符号化は，上記のサービスを遂行するために交換されるデータ集

合の符号化に取り組む。 

－ ＰＳ３．６，データ辞書は，ＳＯＰクラスの属性を表現するために使用されるＤＩＣＯＭデ

ータ要素の登録を含む。 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティは，ＰＳ３．８の中で定義されるＯＳＩ上位層サービスのアソシエーシ

ョンおよびプレゼンテーションデータサービスを使用する。アソシエーション制御サービス要素（Ａ

ＣＳＥ）は，アソシエーションの確立と終了サービスを用いて，プレゼンテーション層サービスを拡

張する。ＴＣＰ／ＩＰの場合，ＡＣＳＥの完全に同等のものが，ＤＩＣＯＭ上位層サービスによって

提供される。ＤＩＣＯＭ ２点間スタックのために，ＡＣＳＥの最小サブセットが，セッション／ト

ランスポート／ネットワークサービスによって提供される。 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティは，ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素によって提供されるサービスを

使用する。ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素は，サービスの二つの集合を明記する。 

－ ＤＩＭＳＥ－Ｃは，複合ＳＯＰクラスと関連する操作をサポートする，そしてＤＩＣＯＭ規

格の前の版と実質的な互換性を提供する。 

－ ＤＩＭＳＥ－Ｎは，正規化ＳＯＰクラスと関連した操作をサポートする，そしてオブジェク

ト指向の操作および通知の拡張された集合を提供する。これはＯＳＩのシステム管理モデル，

そしてより具体的にはＯＳＩ共通管理情報サービス（ＣＭＩＳ）サービス定義に準拠してい

る。 
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アソシエーション 
折衝 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ 

サ―ビスクラス 
－ 検査管理    － 保存   
－ 患者画像管理  － 印刷   
－ 結果管理    － 検索／問い合わせ 

情報オブジェクト 
  正規化    複合 
－ 患者   － ＣＴ画像 
－ 検査   － ＭＲ画像 
－ 来院   － ＤＲ画像 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要索 
（ＤＩＭＳＥ） 

（ＤＩＭＳＥ－ＣとＤＩＭＳＥ－Ｎ操作と通知） 

上位層プレゼンテーションデータサービス 
（図６．１－１を参照） 

上位層アソシエーシ

ョンサービス（１） 

巻４

巻３

巻７

巻８

と

巻９

（１）この図は、巻８の中で明記されるアソシエーションサービスが、正式には応用エンティティ

の一部であることを示すことによって、図６．１－１を拡張する。 

 

図６．２－１ ＤＩＣＯＭ応用層の構造 

ＤＩＭＳＥ－ＣおよびＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，ＤＩＣＯＭ特有のメッセージ形式化および符号化

を使用する単一ＤＩＭＳＥプロトコルによってサポートされる。 

６．３ ＤＩＣＯＭメッセージ構造およびコマンド集合 

情報は，ＤＩＣＯＭメッセージの中でＤＩＣＯＭネットワークインタフェースを横切って通信される。

メッセージは，条件つきデータ集合によって後続されるコマンド集合から構成される（データ集合の
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定義についてはＰＳ３．５を参照）。コマンド集合は，データ集合の上にまたはデータ集合と共に実

行される操作／通知を示すために使用される。 

コマンド集合はコマンド要素から構成される。コマンド要素は，ＤＩＭＳＥプロトコルの中で明記さ

れる意味ごとに，コマンド集合の各個領域に対する符号化された値を含む（節９．２および１０．２

を参照）。各コマンド要素は，明示的なタグ，値長さ，および値領域から構成される。 

ＤＩＣＯＭメッセージの全体構造は図６．３－１の中で示される。 

 
ＤＩＣＯＭメッセージ 

コマンド集合 
データ集合 

（巻５の中で定義される） 

コマンド要素 

タグ 長さ 値 

 

図６．３－１ ＤＩＣＯＭメッセージ構造 

６．３．１ コマンド集合構造 

コマンド集合の中のコマンド要素は，増加するコマンド要素タグ番号によって順序づけられる。コマ

ンド要素タグは，コマンド要素を唯一に識別する，そしてコマンド集合の中に多くとも一度だけ出現

する。コマンド集合の符号化は，ＰＳ３．５の中で定義されるリトルエンディアンバイト順である。

コマンド集合の中のコマンド要素の存在のための必要条件は，ＤＩＭＳＥプロトコルの中で定義され

る。 

注： １．私的コマンド要素の使用はＤＩＣＯＭ規格のこの版の中で引退した。 

  ２．符号化はＰＳ３．５の中で定義される暗黙的ＶＲデータ要素符号化に対応する。 

コマンド要素は三領域から構成される；コマンド要素タグ，値長さおよび値領域。 

値長さ： 値を構成する明示的な長さをバイトの数（偶数）として表現している

３２ビット符号なし整数。それはコマンド要素タグまたは値長さ領域

の長さを含まない。 

値領域： コマンド要素の値を含んでいる偶数のバイト。 

 この領域の中に保存される値のコマンドタイプは，コマンド要素の値

表現（ＶＲ）によって明記される。与えられたコマンド要素のための
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ＶＲは，付属書Ｅの中でコマンド辞書を使用して決めることができる。

コマンド要素のＶＲは，コマンド辞書の中で明記されるそれらに合致

する。ＶＲ定義はＰＳ３．５の中で定義される。 

 値複数度（ＶＭ）は，ＶＲをもつ値が幾つ値領域の中に置くことがで

きるかを明記する。ＶＭが１を超える場合は，複数の値が，値領域内

でＰＳ３．５の中で定義されるように区切られる。与えられたコマン

ド要素のためのＶＭは，付属書Ｅの中でコマンド辞書を使用して決め

ることができる。 

注： １．終わりまでのメッセージ長さ (0000,0001) コマンド要素は退役した。実装は過去との互換性の理由

でそれを送信することを選ぶことがある。ＤＩＣＯＭ Ｖ３．０適合実装は，それらの操作のためにその

存在に依存してはならない。 

 ２．メッセージ長さの区切りは，ＯＳＩ上位層サービスおよび関連するメッセージ制御ヘッダーによっ

て定義されるように，（各メッセージ断片を伝達する）プレゼンテーションデータ値が区切られるとい

う事実に依存することによって実際には達成される（ＰＳ３．５を参照）。これはＤＩＣＯＭ Ｖ３．０ 
ＵＬプロトコルまたはＯＳＩプレゼンテーションプロトコルが，明示的にＰＤＶの長さを伝達するとい

う事実に起因する。 

７ サービスの概要 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素は，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者間の通信をサポートする。Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者は二つの役割の一つを演じる： 

ａ）起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者 

ｂ）実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者 

ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービス提供者によって提供されるサービスプリミティブ

を使用する。ＤＩＭＳＥサービス提供者は，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者にＤＩＭＳＥサービス

を提供するそれらのエンティティの全体の抽象化である。サービスプリミティブは下記のタイプの一

つである： 

ａ）要求プリミティブ 

ｂ）指示プリミティブ 

ｃ）応答プリミティブ 

ｄ）確認プリミティブ 

（図７－１の中に示される）これらのプリミティブは，ＤＩＭＳＥサービスを成功裏に完了するため

に次のように使用される： 

－ 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービス提供者に要求プリミティブを発行

する。 

－ ＤＩＭＳＥサービス提供者は，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者から要求プリミティブを受

信する，そして実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に指示プリミティブを発行する。 

－ 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービス提供者から指示プリミティブを受

信する，そして要求されたサービスを実行する。 
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－ 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービス提供者に応答プリミティブを発行

する。 

－ ＤＩＭＳＥサービス提供者は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者から応答プリミティブを受

信する，そして起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に確認プリミティブを発行する。 

－ 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービスを完了したＤＩＭＳＥサービス提

供者から確認プリミティブを受信する。 

 

メッセージ 

（コマンド要求および関連データ）

要求プリミティブ 
指示プリミティブ 

応答プリミティブ 

実行側ＤＩＭＳＥ 

サービス利用者 

起動側ＤＩＭＳＥ 

サービス利用者 

確認ブリミティブ 

ＤＩＭＳＥ 

サービス提供者 

メッセージ 

（コマンド応答および関連データ）

 

図７－１ ＤＩＭＳＥサービスプリミティブ 

７．１ サービスタイプ 

ＤＩＭＳＥは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって使用される二つのタイプの情報転送サービスを

提供する。 

ａ） 通知サービス 

ｂ） 操作サービス 

通知サービスは，一つのＤＩＣＯＭ応用エンティティが，もう一つに，イベントの発生や状態の変化

について通知することを可能にする。通知の定義および結果として生じる応用エンティティの挙動は，

サービスクラスおよび情報オブジェクト定義に依存する。ＰＳ３．３およびＰＳ３．４を参照。 

操作サービスは，一つのＤＩＣＯＭ応用エンティティが，もう一つのＤＩＣＯＭ応用エンティティに

よって管理されているＳＯＰインスタンス上で実行される操作を明示的に要求することを可能にする。 

７．２ ＤＩＭＳＥサービス利用者の相互作用 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素は，ＤＩＭＳＥサービス利用者から通知および操作要求およびそ

れらに関連する情報を受け取る。二つのＤＩＣＯＭ応用エンティティは，通知および操作を交換する

ために，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者としての役割をとる。 

通知または操作は，確立された応用アソシエーションのコンテキスト内で遂行される要求／応答の相

互作用として実装される。典型的なものとしては，一つのＤＩＭＳＥサービス利用者が，特定の操作
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が実行される（または通知が処理される）ことを要求する，そして他のＤＩＭＳＥサービス利用者が，

操作を実行する（または通知を処理する）ことを試みる，そしてその後，試みの結果を報告する。 

操作または通知に従事するときは，ＤＩＭＳＥサービス利用者は，二つの役割の一つをとる： 

ａ） それは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動された操作を（それが責任をもつＳ

ＯＰインスタンス上で）実行する。それはまた，一つ以上の同位のＤＩＭＳＥサービス利用

者にＳＯＰインスタンスについての状態変化通知を発行することがある。これらの通知は，

他のＤＩＭＳＥサービス利用者によって開始された操作の結果として起動されることがある。 

ｂ） それは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者上に操作の実行を起動する。それはまた，同位の

ＤＩＭＳＥサービス利用者から通知を受け取ることがある。 

これらの役割は，図７．２－１の中で描かれる。 

注： １．（ＩＳＯ用語の中でエージェント役割と呼ばれる）役割ａ）は，ＳＣＰとしてＤＩＣＯＭサービス

クラスに適合する実装によって使用される。 

  ２．（ＩＳＯ用語の中でマネージャ役割と呼ばれる）役割ｂ）は，ＳＣＵとしてＤＩＣＯＭサービスク

ラスに適合する実装によって使用される。 

 

起動側 

ＤＩＭＳＥサービス利用者 

実行側 

ＤＩＭＳＥサービス利用者 

ＤＩＭＳＥサービス利用者 

（役割ｂ） 

実行側 

ＤＩＭＳＥサービス利用者

起動側 

ＤＩＭＳＥサービス利用者

ＤＩＭＳＥサービス利用者

（役割ａ） 

操作

通知

 

図７．２－１ 操作および通知の流れ 

７．３ サービスモード 

操作および通知は，アソシエーション上で，次の二つのモードの一つの中で使用される： 

ａ） 同期 

ｂ） 非同期 

同期モードにおいて，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，確立しているアソシエーション上で，も

う一つの操作または通知を起動する前に，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者からの応答を必要とする。 

非同期モードにおいて，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，確立しているアソシエーション上で，

応答を待たずに，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に，後続の操作または通知を起動し続けることが

ある。 

モード選択（同期または非同期）は，アソシエーションの確立時に決定される。同期モードは，省略

時モードとして働く，そして全てのＤＩＭＳＥサービス利用者によってサポートされる。非同期モー

ドは任意選択である，そして未解決の操作／通知の最大数が，アソシエーションの確立の間に折衝さ
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れる。この折衝は，付属書Ｄの中で定義される応用アソシエーション情報によって遂行される。 

７．４ アソシエーションサービス 

ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素は，応用アソシエーションの確立および終了のために分離サービ

スを提供しない。この節は，ＤＩＭＳＥサービスを使用する応用エンティティが，ＰＳ３．８の中で

定義されるアソシエーションサービスを使用する方法の概要を提供する。 

アソシエーション確立段階の間に，ＤＩＭＳＥサービス利用者は，下記を含むＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴ

Ｅ上位層サービス（図７．４－１を参照）のパラメタを使用して，初期化情報を交換する： 

－ 応用コンテキスト 

－ ブレゼンテーションおよびセッション必要条件 

－ ＤＩＭＳＥ特有利用者情報 

－ 応用アソシエーション情報 

ＰＳ３．８の中で定義されるＡ－ＲＥＬＥＡＳＥおよびＡ－ＡＢＯＲＴサービスは，アソシエーショ

ンの終了のために使用される。 

注： アソシエーションサービスがＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される方法を定義する規則は，付

属書Ｄの中で定義される。 
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アソシエーション 
折衝 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ 

サ―ビスクラス 

情報オブジェクト 

ＤＩＭＳＥ 

上位層プレゼンテーションデータサービス 

上位層アソシエーシ

ョンサービス 

応用アソシ

エーション

情報 

ＤＩＭＳＥ

アソシエー

ション情報

メッセージ

断片 

 

図７．４－１ ＤＩＣＯＭ応用エンティティおよびアソシエーション 

７．４．１ アソシエーション確立 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者とのアソシエーションを確立

するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。アソシエーションの確立は，常にＤＩ

ＣＯＭメッセージ交換の最初の段階である。 

起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者および応答側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それぞれ要求および応

答プリミティブ上の応用アソシエーション情報を含める。このパラメタの意味は，応用コンテキスト

特有である。応用アソシエーション情報の使用のより詳しい情報については，付属書Ｄを参照のこと。 
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７．４．２ アソシエーション解放 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者間のアソシエーションの順序正し

い終了を要求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。規格のこの巻は，Ａ－Ｒ

ＥＬＥＡＳＥサービスのパラメタの使用を明記しない。 

Ａ－ＡＢＯＲＴサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者間のアソシエーションの突然の中断を

要求するためにＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。Ａ－ＡＢＯＲＴ起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者は（Ａ－ＡＢＯＲＴ利用者情報領域内に）中断送信元パラメタを含める。中断送信元パ

ラメタは，中断の起動送信元を示す。それは次の記号値の一つをとる： 

－ ＤＩＭＳＥサービス提供者 

－ ＤＩＭＳＥサービス利用者 

Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥおよびＡ－ＡＢＯＲＴサービスの詳しい情報についてはＰＳ３．８を参照のこと。 

７．５ ＤＩＭＳＥサービス 

複合ＳＯＰインスタンスに適用される操作の方法は，正規化ＳＯＰインスタンスに適用される操作お

よび通知と異なるので，ＤＩＭＳＥサービスの二つのグループが定義される： 

－ ＤＩＭＳＥ－Ｎ：これらのサービスは正規化ＳＯＰインスタンスに適用できる 

－ ＤＩＭＳＥ－Ｃ：これらのサービスは複合ＳＯＰインスタンスに適用できる 

表７．５－１ ＤＩＭＳＥサービス 

名前 グループ タイプ 
Ｃ－ＳＴＯＲＥ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 操作 
Ｃ－ＧＥＴ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 操作 
Ｃ－ＭＯＶＥ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 操作 
Ｃ－ＦＩＮＤ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 操作 
Ｃ－ＥＣＨＯ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 操作 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 通知 
Ｎ－ＧＥＴ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 操作 
Ｎ－ＳＥＴ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 操作 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 操作 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 操作 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 操作 

 

注： この規格の前の版においてサポートされていた対話コマンドの使用は退役した。 

７．５．１ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービス 

ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスは，ＤＩＣＯＭ応用エンティティが，複合ＳＯＰインスタンス上のもう一つ

のＤＩＣＯＭ応用エンティティによる操作を明示的に要求することを可能にする。許される操作は，

この規格の前の版によって提供されたそれらと実質的に互換性があることが意図されている。ＤＩＭ

ＳＥ－Ｃは操作サービスのみを提供する。 
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７．５．１．１ 操作サービス 

ＤＩＭＳＥ－Ｃは，全て確認型サービスである下記の操作サービスを提供する，そしてそのような応

答が期待される： 

ａ） Ｃ－ＳＴＯＲＥサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者による複合ＳＯＰインスタン

ス情報の保存を要求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｂ） Ｃ－ＦＩＮＤサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者によって管理されているＳＯＰ

インスタンスの集合の属性に対して属性列のシリーズの一致を見つけるために，ＤＩＭＳＥ

サービス利用者によって起動される。Ｃ－ＦＩＮＤサービスは，それぞれの一致に対して，

要求された属性のリストおよびそれらの値を返す。 

ｃ）Ｃ－ＧＥＴサービスは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって供給される属性に基づき，

同位のＤＩＭＳＥサービス利用者から一以上の複合ＳＯＰインスタンスに対する情報を取得

するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｄ） Ｃ－ＭＯＶＥサービスは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって供給される属性に基づ

き，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者から第三者のＤＩＭＳＥサービス利用者へ，一以上の

複合ＳＯＰインスタンスのための情報を移動するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によっ

て起動される。 

ｅ） Ｃ－ＥＣＨＯサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者との終端間の通信を確認するた

めに，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

注： １．Ｃ－ＧＥＴおよびＣ－ＭＯＶＥ操作の間の主要な相違は，下記である： 

  ａ．Ｃ－ＧＥＴに起因するＣ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＧＥＴと同じアソシエーションの上で実

行される。Ｃ－ＭＯＶＥで，結果として生じるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作は，別個のアソシエーション

の上で実行される。 

  ｂ．Ｃ－ＭＯＶＥ操作は，Ｃ－ＭＯＶＥを起動したものでない応用エンティティで実行されている

Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートする（第三者ＭＯＶＥ）。 

  ２．応用エンティティが，保存のために一つ以上の画像を受信することを要求することを希望する場合，

Ｃ－ＧＥＴ操作またはそれ自身へのＣ－ＭＯＶＥのどちらかを使用することがある。ほとんどの環境の

中でＣ－ＭＯＶＥが，二つのアソシエーションが必要であるという事実にもかかわらず，より簡単な解

決案であると予想される。Ｃ－ＧＥＴサービスの使用は，広く実装されていないかもしれない。それは，

システムが複数のアソシエーションをサポートしない特別の場合に実装されることがある。それは，規

格の前の版との後方互換性のために規格のこの版の中で残された。 

７．５．２ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービス 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，正規化ＳＯＰインスタンスに適用可能な通知および操作サービスの両方

を提供する。 

７．５．２．１ 通知サービス 

ＤＩＭＳＥ－Ｎは，単一の通知のサービス，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを提供する。Ｎ－ＥＶＥ

ＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスは，ＳＯＰインスタンスについてのイベントを同位のＤＩＭＳＥサービ

ス利用者に報告するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。このサービスは確認型

サービスである，そして応答が期待される。 
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７．５．２．２ 操作サービス 

ＤＩＭＳＥ－Ｎは，全て確認型サービスである下記の操作サービスを提供する，そしてそのような応

答が期待される： 

ａ） Ｎ－ＧＥＴサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者からの情報の取得を要求するため

に，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｂ） Ｎ－ＳＥＴサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者による情報の修正を要求するため

に，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｃ） Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービスは，動作を実行することを同位のＤＩＭＳＥサービス利用者に要

求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｄ） Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスは，ＳＯＰクラスのインスタンスを生成することを同位のＤＩＭ

ＳＥサービス利用者に要求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

ｅ） Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービスは，ＳＯＰクラスのインスタンスを削除することを同位のＤＩＭ

ＳＥサービス利用者に要求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。 

７．５．３ ＤＩＭＳＥ手続き 

全てのＤＩＭＳＥ操作と通知は，確認型サービスである。実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，操作

または通知が起動された同一アソシエーション上で，それぞれの操作または通知の応答を報告する。 

各ＤＩＭＳＥサービスは，一つ以上のサービスプリミティブの使用を通して遂行される。同位のＤＩ

ＭＳＥサービス利用者がサービスプリミティブを利用しそして反応する方法は，サービス手続きによ

って定義される。 

７．５．３．１ 副操作 

幾つかのＤＩＭＳＥサービスは，サービスが一つの操作または通知によって実行されるという点でア

トミックである。そのような場合，ＤＩＭＳＥサービスプリミティブは，操作または通知を起動しそ

して実行するために，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。 

他のＤＩＭＳＥサービスは，サービスを実行するために一つ以上の副操作の使用を必要とする。その

ような場合，ＤＩＭＳＥサービスプリミティブは，各副操作を起動しそして実行するために，同位の

ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。副操作サービスプリミティブが使用される方法と場

合はは，ＤＩＭＳＥサービスのための手続きによって定義される。 

７．５．３．２ 複数応答 

各ＤＩＭＳＥサービスは，サービスの起動の結果として，一つ以上の応答プリミティブを必要とする。

複数応答プリミティブが使用される方法と場合は，ＤＩＭＳＥサービスのための手続きによって定義

される。複数応答が返されるかどうかは，ＤＩＭＳＥサービス利用者による要求プリミティブの中に

含まれる情報による条件付きである。 

７．５．３．３ 取消し 

幾らかのＤＩＭＳＥサービスは，サービスプリミティブの使用を通して，サービスの取消しを認める。

これは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，要求サービスプリミティブの完了後でしかし確認サー

ビスプリミティブの完了の前に，ＤＩＭＳＥサービスの終了を要求することを可能にする。 
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表７．５－２は，各ＤＩＭＳＥサービスおよびその関連手続き情報を列挙する。サービス手続きのた

めの完全な仕様は，ＤＩＭＳＥ－ＣおよびＤＩＭＳＥ－Ｎそれぞれに対して節９および１０の中で定

義される。 

表７．５－２ ＤＩＭＳＥサービスおよび手続き 

名前 副操作 複数応答 取消し 
Ｃ－ＳＴＯＲＥ － － － 
Ｃ－ＧＥＴ M C M 
Ｃ－ＭＯＶＥ M C M 
Ｃ－ＦＩＮＤ － C M 
Ｃ－ＥＣＨＯ － － － 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ － － － 
Ｎ－ＧＥＴ － － － 
Ｎ－ＳＥＴ － － － 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ － － － 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ － － － 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ － － － 

 

2002/09/17 20



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

８． プロトコルの概要 

８．１ ＤＩＭＳＥプロトコル 

この節は，ＤＩＭＳＥプロトコルマシンの概要を提供する。ＤＩＭＳＥプロトコルマシンは，同位の

ＤＩＭＳＥサービス利用者（例えば，二つのＤＩＣＯＭ応用エンティティ）間でコマンド要求および

応答を交換するために使用されるメッセージを構築するために必要な手続きおよび符号化規則を定義

する。メッセージおよびサービスプリミティブの異なるタイプの間の関係が図７－１の中に示される。 

ＤＩＭＳＥブロトコルマシンは，ＤＩＭＳＥサービス利用者要求および応答サービスプリミティブを

受諾する，そして節９．３および１０．３の中で定義される手続きによって定義されるメッセージを

構築する。ＤＩＭＳＥブロトコルマシンは，メッセージを受諾する，そして指示および確認サービス

プリミティブの手段によってＤＩＭＳＥサービス利用者にそれらを手渡す。 

手続きは，コマンド要求および応答を伝達するメッセージの転送のための規則を定義する。それらの

規則は，メッセージのコマンド部分の中で種々の領域の解釈を定義する。それらは，起動側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者が，それが要求した情報（メッセージのデータ集合部分）で何を行うか，または実

行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が操作をどのように処理するかも定義しない。 

メッセージは，断片化されことがある。同位のＤＩＣＯＭ応用エンティティ間で交換されるメッセー

ジの断片，およびこれらのメッセージ断片を交換するために使用されるＰ－ＤＡＴＡサービスは，付

属書Ｆの中で定義される。 

注： これらのメッセージ断片は，ＯＳＩの概念によって，応用プロトコルデータ単位（ＡＰＤＵ）と呼ばれ

る。 

起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者要求プリミティブは，メッセージの中でコマンド要求（任意選択の

関連データ集合とともに）を伝達することに帰着する。各メッセージは，実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者への指示プリミティブを引き起こす。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者応答プリミティブは，メッセージの中で（自由選択の関連するデー

タ集合と共に）コマンド応答を伝達することに帰着する。各メッセージは起動側ＤＩＭＳＥサービス

利用者への確認プリミティブを引き起こす。 

８．２ アソシエーションプロトコル 

アソシエーションの確立は，二つのＤＩＭＳＥサービス利用者，その一つはアソシエーション要求側

そしてもう一つはアソシエーション受諾側，を必要とする。ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＰＳ３．

８の中で記述されるＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスを使用することによってアソシエーションの確

立を起動することがある。他のものの中で，異なるＤＩＣＯＭ応用エンティティに対応する初期化情

報の調整のために必要な規則を明記する応用コンテキストは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスのパ

ラメタの中に含まれている。ＤＩＭＳＥに対して許される応用コンテキストは，付属書Ａの中で明記

される。 

８．３ 適合性 

実装者は，ＰＳ３．２およびＰＳ３．４の中で定義されるＳＯＰクラスに適合することによってのみ，

ＤＩＭＳＥブロトコルに適合する。実装者は，ＤＩＭＳＥプロトコルに直接に適合しない，そしてＰ

Ｓ３．４の中で必要とされるものを除き適合性宣言の中にＤＩＭＳＥ適合性についての宣言を含める

ことは必要とされない。 
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９ ＤＩＭＳＥ－Ｃ 

９．１ サービス 

９．１．１ Ｃ－ＳＴＯＲＥサービス 

Ｃ－ＳＴＯＲＥサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者に複合ＳＯＰインスタンスを保存する

ために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。それは確認型サービスである。 

９．１．１．１ Ｃ－ＳＴＯＲＥパラメタ 

表９．１－１はこのサービスのパラメタを列挙する。 

表９．１－１ Ｃ－ＳＴＯＲＥパラメタ 

ＤＩＭＳＥ－Ｃパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ M U(=) 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ M U(=) 
優先度 M - 
ＭＯＶＥ発行元応用エンティティ名称 U - 
ＭＯＶＥ発行元メッセージＩＤ U - 
データ集合 M - 
状態 - M 

 

９．１．１．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一値は，未解決の操作または通知のためには使用されない。 

注： １．確認の中にこのパラメタを含めることが，この規格の前の版の中では許されていたが，しかしこの

使用のモードは，現在は退役した。このパラメタは確認の中に含まれることがあるが，しかしそのよう

な場合，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者はこのパラメタに重要な意味を付加しない。 

  ２．メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲

内で固有であることが推奨される。 

９．１．１．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

９．１．１．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは保存のためのＳＯＰクラスを明記する。それは応答／確認の中

に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要求／指示における値に等

しい。 
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９．１．１．１．４ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは保存されるＳＯＰインスタンスを明記する。これは応答／確認

に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要求／指示における値に等

しい。 

９．１．１．１．５ 優先度 

このパラメタは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作の優先度を指定する。それは，LOW，MEDIUM，HIGH の一

つである。 

９．１．１．１．６ ＭＯＶＥ発行元応用エンティティ名称 

このパラメタは，このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作が実行されているＣ－ＭＯＶＥ操作を起動したＤＩＣＯ

Ｍ ＡＥのＤＩＣＯＭ ＡＥ名称を明記する。 

９．１．１．１．７  ＭＯＶＥ発行元メッセージＩＤ 

このパラメタは，このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作が実行されているＣ－ＭＯＶＥ要求／指示プリミティブ

のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定する。 

９．１．１．１．８ データ集合 

Ｃ－ＳＴＯＲＥプリミティブを伴うデータ集合は，保存される複合ＳＯＰインスタンスの属性を含む。 

９．１．１．１．９ 状態 

このパラメタは，操作のための誤りまたは成功通知を含む。それは，実行側ＩＭＳＥサービス利用者

によって，応答／確認の中に含まれる。下記の状態のタイプが，応答／確認の中に出現することがあ

る： 

ａ） 拒絶：資源不足－これは，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者が，資源不足であった理由で，複

合ＳＯＰインスタンスを保存することができなかったことを示す。 

ｂ） 拒絶：ＳＯＰクラスがサポートされていない－これは，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者が，

ＳＯＰクラスがサポートされていない理由で，複合ＳＯＰインスタンスを保存することがで

きなかったことを示す。 

ｃ） エラー：理解できない－これは，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者が，あるデータ要素を理解

できない理由で，複合ＳＯＰインスタンスを保存することができなかったことを示す。 

ｄ） エラー：データ集合がＳＯＰクラスに一致しない－これは，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者

が，データ集合がＳＯＰクラスに一致しない理由で，複合ＳＯＰインスタンスを保存するこ

とができなかったことを示す。 

ｅ） 警告－これは，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者が，複合ＳＯＰインスタンスを保存すること

ができたが，しかしありそうなエラーを検出したことを示す。 

ｆ） 成功－これは，複合ＳＯＰインスタンスが成功して保存されたことを示す。 

９．１．１．２ Ｃ－ＳＴＯＲＥサービス手続き 

次のＣ－ＳＴＯＲＥ手続きが適用される： 
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ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，Ｃ－ＳＴＯＲＥ

要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者へ発行することによって，複合ＳＯＰインス

タンスを保存することを要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者に発行する。 

ｃ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービ

ス提供者に発行することによって，Ｃ－ＳＴＯＲＥ要求プリミティブの受諾または拒絶を報

告する。 

ｄ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者へ発行し，Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作を完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ指示（データ集合）全体が起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者によって完全に転送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＳＴＯＲＥ応答プリ

ミティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＣ－ＳＴＯＲＥ応答プリミティブは，全体

のＣ－ＳＴＯＲＥ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されるまでは，返されない。 

注： このような「失敗」応答の発生は，しばしば初期失敗応答と呼ばれる。 

９．１．２ Ｃ－ＦＩＮＤサービス 

Ｃ－ＦＩＮＤサービスは，属性の集合を，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者によって維持されている複

合ＳＯＰインスタンスの集合の属性に対して比較するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使

用される。これは確認型サービスである。 

９．１．２．１ Ｃ－ＦＩＮＤパラメタ 

表９．１－２を参照。 

表９．１－２ Ｃ－ＦＩＮＤパラメタ 

ＤＩＭＳＥ－Ｃパラメタ名 要求／指示 応答／確認 取消要求／取消指示

メッセージＩＤ M - - 
応答されるメッセージＩＤ - M M 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ M U(=) - 
優先度 M - - 
識別子 M C - 
状態 - M - 

 

９．１．２．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。これは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一値は，未解決の操作または通知のためには使用されない。 

注： １．確認の中にこのパラメタを含めることが，この規格の前の版の中では許されていたが，しかしこの

使用のモードは，現在は退役した。このパラメタは確認の中に含まれることがあるが，しかしそのよう

な場合，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者はこのパラメタに重要な意味を付加しない。 
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  ２．メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲

内で固有であることが推奨される。 

９．１．２．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される要求／指示のメッセージＩＤ（0000,0110）を指定する。 

９．１．２．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは問合せのための情報モデルのＳＯＰクラスを指定する。これは

応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要求／指示

における値に等しい。 

９．１．２．１．４ 優先度 

このパラメタは，Ｃ－ＦＩＮＤ操作の優先度を指定する。それは，それは，LOW，MEDIUM，HIGH 
の一つである。 

９．１．２．１．５ 識別子 

要求／指示において，これは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に既知である複合オブジェクトのイ

ンスタンスにおける属性の値に対して一致を見つけるべき属性のリストである。 

応答／確認において，これは，一致した特定複合ＳＯＰインスタンスにおける，これらの属性の値を

もつ属性の同じリストである。それは，状態 (0000,0900) が保留に等しい場合にのみ送られる（他の

状態に対しては許されない）。 

属性のリストおよび構築の規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

９．１．２．１．６ 状態 

応答の状態を示す。次の値の何れかを取ることがある： 

ａ） 成功－これは一致の処理が完了したことを示す。比較識別子を含まない。 

ｂ） 未決定－これは一致の処理が起動されたかまたは継続していることを示す。比較識別子を含

む。 

ｃ）拒絶：資源不足－Ｃ－ＦＩＮＤの処理が，資源不足であったので，終了していることを示す。

これは，Ｃ－ＦＩＮＤへの最初の応答であることがあり，または多くの未決定Ｃ－ＦＩＮＤ

応答の後に送信されることがある。この応答は一致識別子を含まない。 

ｄ） 拒絶：ＳＯＰクラスがサポートされていない－Ｃ－ＦＩＮＤの処理が，ＳＯＰクラスがサポ

ートされていなかったので，終了していることを示す。この応答は一致識別子を含まない。 

ｅ） 取消し－Ｃ－ＦＩＮＤの処理が，Ｃ－ＦＩＮＤ取消し指示プリミティブによって終了してい

ることを示す。この応答は識別子を含まない。 

ｅ）失敗－Ｃ－ＦＩＮＤ操作が，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者において失敗したことを示す。 

９．１．２．２ Ｃ－ＦＩＮＤサービス手続き 

次のＣ－ＦＩＮＤサービス手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス
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提供者に発行することによって，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に既知である全てのＳＯ

Ｐインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つけることを，実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者に要求する。要求がＤＩＭＳＥサービス提供者によって拒絶される場合は，次の手続

きは適用されない。 

ｂ） 未決定に等しくない状態をもつＣ－ＦＩＮＤ確認プリミティブを受信する前は何時でも，起

動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，ＤＩＭＳＥサービス提供者にＣ－ＦＩＮＤ取消し要求プ

リミティブを発行することによってサービスを取り消すことを，実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者に要求することがある。 

ｃ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，複合ＳＯＰインスタンス属性の集合への識別子の各固

有一致に対して，Ｃ－ＦＩＮＤ確認プリミティブを受信する。 

ｄ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，最終Ｃ－ＦＩＮＤ確認プリミティブを受信する。 

注： 上記手続きにおいて，（ｃ）は（ｂ）に先行することがある。 

次のＣ－ＦＩＮＤサービス手続きは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，ＤＩＭＳＥサービス提供者からＣ－ＦＩＮＤ指示を受

信した時，既知の複合ＳＯＰインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つける。 

ｂ） Ｃ－ＦＩＮＤ指示に続いて何時でも，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＦＩＮＤ取

消し指示を受信することがある。 

ｃ） Ｃ－ＦＩＮＤ取消し指示が，Ｃ－ＦＩＮＤ指示の処理が完了する前に受信された場合は，そ

の時にはＣ－ＦＩＮＤ操作は中断される；そうでなければ，次の手続きは適用されない。 

ｄ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，Ｃ－ＦＩＮＤが取り消されていることを示すために，

ＤＩＭＳＥサービス提供者に取消しの状態をもつＣ－ＦＩＮＤ応答を発行する。次の手続き

は適用されない。 

ｅ） 各一致に対して，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，未決定に設定された状態をもつＣ－

ＦＩＮＤ応答および一致識別子を発行する。 

ｆ） （成功裏または失敗にかかわらず）Ｃ－ＦＩＮＤ操作が完了した時，実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者は，拒絶，失敗，または成功の何れかに設定された状態をもつＣ－ＦＩＮＤ応答

をＤＩＭＳＥサービス提供者に発行する。 

次のＣ－ＦＩＮＤサービス手続きが，ＤＩＭＳＥサービス提供者に適用される： 

ａ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＦＩＮＤ要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス

利用者から受信した場合，それは，Ｃ－ＦＩＮＤ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者に発行する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＦＩＮＤ取消し要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者から受信した場合，それは，Ｃ－ＦＩＮＤ取消し指示を実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者へ発行する。 

ｃ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＦＩＮＤ応答プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者から受信した場合，それは，Ｃ－ＦＩＮＤ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者へ発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＣ－ＦＩＮＤ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳＥサ
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ービス利用者によって完全に送信される前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＦＩＮＤ応答プリミ

ティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＣ－ＦＩＮＤ応答プリミティブは，全体のＣ

－ＦＩＮＤ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されるまでは，返されない。 

注： このような「失敗」応答の発生は，しばしば，初期失敗応答と呼ばれる。 

９．１．３ Ｃ－ＧＥＴサービス 

Ｃ－ＧＥＴサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者によって維持されている複合ＳＯＰインス

タンスの集合の属性に対して属性の集合の一致を見つけるために，そして一致した全てのＳＯＰイン

スタンスを取得するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。それは，同じアソシエ

ーション上に一つ以上のＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を起動する。これは確認型サービスである。 

９．１．３．１ Ｃ－ＧＥＴパラメタ 

表９．１－３参照。 

表９．１－３ Ｃ－ＧＥＴパラメタ 

ＤＩＭＳＥ－Ｃパラメタ名 要求／指示 応答／確認 取消要求／取消指示

メッセージＩＤ M - - 
応答されるメッセージＩＤ - M M 
影響されるＳＯＰクラスＩＤ M U(=) - 
優先度 M - - 
識別子 M U - 
状態 - M - 
残存副操作の数 - C - 
完了副操作の数 - C - 
失敗副操作の数 - C - 
警告副操作の数 - C - 

 

９．１．３．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作または通知のためには使用されない。 

注： １．確認の中にこのパラメタを含めることが，この規格の前の版の中では許されていたが，しかしこの

使用のモードは，現在は退役した。このパラメタは確認の中に含まれることがあるが，しかしこのよう

な場合，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者はこのパラメタに重要な意味を付加しない。 

  ２．メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲

内で固有であることが推奨される。 

９．１．３．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定する。 

９．１．３．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 
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要求／指示に対して，このパラメタは取得のための情報モデルのＳＯＰクラスを明記する。それは応

答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要求／指示に

おける値に等しい。 

９．１．３．１．４ 優先度 

このパラメタは，Ｃ－ＧＥＴ操作の優先度を指定する。それは，LOW，MEDIUM，HIGH の一つで

ある。この優先度はまた，全ての副操作に対して使用される優先度である。 

９．１．３．１．５ 識別子 

要求／指示において，これは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者の既知の複合ＳＯＰインスタンスの

属性の値に対して一致を見つけるべき属性のリストである。許される属性のリストおよび構築のため

の規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

応答／確認において，これは，Ｃ－ＧＥＴ操作に関する状態情報を提供する属性のリストである。許

される属性のリストおよび識別子の使用法を定義する規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

注：識別子は応答／/確認において U として指定される。しかし,このプリミティブを使用するＰＳ３．４に

定義されたサービスは，その存在に強制的または条件付必要条件を課すことがある。 

９．１．３．１．６ 状態 

応答の状態を示す。それは次の値の何れかを取ることがある： 

ａ） 成功－これは一致の処理および全ての副操作が完了したことを示す。 

ｂ） 未決定－これは一致の処理および副操作が起動されたかまたは継続していることを示す。 

ｃ） 拒絶：資源不足－Ｃ－ＧＥＴの処理が，資源不足であったので，終了していることを示す。

これは，Ｃ－ＧＥＴへの最初の応答であることがあり，または多くの未決定状態の後に送信

されることがある。 

ｄ） 拒絶：ＳＯＰクラスがサポートされていない－Ｃ－ＧＥＴの処理が，ＳＯＰクラスがサポー

トされていなかったので，終了していることを示す； 

ｅ） 取消し－Ｃ－ＧＥＴの処理が，Ｃ－ＧＥＴ取消し指示プリミティブによって終了しているこ

とを示す； 

ｆ） 失敗－Ｃ－ＧＥＴ操作が，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者において失敗したことを示す。 

９．１．３．１．７ 残存副操作の数 

これは，このＣ－ＧＥＴ操作によって起動されるべき残存Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。そ

れは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場合は含まれる。 

９．１．３．１．８ 完了副操作の数 

これは，成功して完了した，このＣ－ＧＥＴ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指

定する。それは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場合

は含まれる。 
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９．１．３．１．９ 失敗副操作の数 

これは，失敗した，このＣ－ＧＥＴ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。

それは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場合は含まれ

る。 

９．１．３．１．１０ 警告副操作の数 

これは，警告応答を生成した，このＣ－ＧＥＴ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を

指定する。それは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場

合は含まれる。 

９．１．３．２ Ｃ－ＧＥＴサービス手続き 

次のＣ－ＧＥＴサービス手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に既知である全ての

ＳＯＰインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つけることを，そして各一致に対して

Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作を生成することを，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に要求する。こ

の要求は，Ｃ－ＧＥＴ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行することによっ

て作られる。要求がＤＩＭＳＥサービス提供者によって拒絶される場合は，次の手続きは適

用されない。 

ｂ） 未決定に等しくない状態をもつＣ－ＧＥＴ確認プリミティブを受信する前は何時でも，起動

側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＧＥＴ取消し要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス

提供者へ発行することによってサービスを取り消すことを，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用

者に要求することがある。 

ｃ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＧＥＴ操作の処理の間に，未決定状態をもつＣ－

ＧＥＴ確認プリミティブを受信することがある。 

ｄ）起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，最終Ｃ－ＧＥＴ確認プリミティブを受信する。 

注： 上記手続きにおいて，（ｃ）は（ｂ）に先行することがある。 

次のＣ－ＧＥＴサービス手続きは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，ＤＩＭＳＥサービス提供者からＣ－ＧＥＴ指示を受信

した時，それは，既知の複合ＳＯＰインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つける，

そして各一致に対してＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を生成する。 

ｂ） Ｃ－ＧＥＴ指示に続いて何時でも，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者はＣ－ＧＥＴ取消し指

示を受信することがある。 

ｃ） Ｃ－ＧＥＴ取消し指示がＣ－ＧＥＴ指示の処理が完了する前に受信される場合，その時はＣ

－ＧＥＴ操作が終了する；そうでなければ，次の手続きは適用されない； 

ｄ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＧＥＴが取り消されたことを示すために，取消し

の状態をもつＣ－ＧＥＴ応答をＤＩＭＳＥサービス提供者に発行する。 

ｅ） 各一致に対して，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＧＥＴと同じアソシエーション

上でＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を起動する。この副操作の中で，Ｃ－ＧＥＴ実行側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者になる。Ｃ－ＳＴＯＲＥ
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実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＧＥＴ起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者である。 

ｆ） Ｃ－ＧＥＴ操作の処理の間に，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，未決定の状態をもつＣ

－ＧＥＴ応答プリミティブを発行することがある。 

ｇ） （成功または失敗にかかわらず）Ｃ－ＧＥＴ操作が完了した時，実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者は，拒絶，失敗または成功の何れかに設定された状態をもつＣ－ＧＥＴ応答をＤＩＭ

ＳＥサービス提供者に発行する。 

次のＣ－ＧＥＴサービス手続きが，ＤＩＭＳＥサービス提供者に適用される： 

ａ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＧＥＴ要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者から受信した時，それはＣ－ＧＥＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用

者に発行する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＧＥＴ取消し要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者から受信した時，それはＣ－ＧＥＴ取消し指示を実行側ＤＩＭＳＥサービス利用

者に発行する。 

ｃ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＧＥＴ応答プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者から受信した時，それは，Ｃ－ＧＥＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者へ発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＣ－ＧＥＴ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者によって完全に送信される前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＧＥＴ応答プリミティ

ブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＣ－ＧＥＴ応答プリミティブは，全体のＣ－ＧＥ

Ｔ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されてしまうまでは，返されない。 

注： そのような「失敗」応答の発生は，しばしば，初期失敗応答と呼ばれる。 

９．１．４ Ｃ－ＭＯＶＥサービス 

Ｃ－ＭＯＶＥサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者によって維持されている複合ＳＯＰイン

スタンスの集合の属性に対して属性の集合の一致を見つけるために，そして一致した全ての複合ＳＯ

Ｐインスタンスを取得するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。それは，別個の

アソシエーション上に一つ以上のＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を起動する。これは確認型サービスである。 

９．１．４．１ Ｃ－ＭＯＶＥパラメタ 

表９．１－４参照。 

表９．１－４ Ｃ－ＭＯＶＥパラメタ 

ＤＩＭＳＥ－Ｃパラメタ名 要求／指示 応答／確認 取消要求／取消指示

メッセージＩＤ M - - 
応答されるメッセージＩＤ - M M 
影響されるＳＯＰクラスＩＤ M U(=) - 
優先度 M - - 
ＭＯＶＥ宛先 M - - 
識別子 M U - 
状態 - M - 
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残存副操作数 - C - 
完了副操作数 - C - 
失敗副操作数 - C - 
警告副操作数 - C - 

 

９．１．４．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作または通知のためには使用されない。 

注： １．確認の中にこのパラメタを含めることは，この規格の前の版の中では許されていたが，しかしこの

使用のモードは，現在は退役した。このパラメタは確認の中に含まれることがあるが，しかしそのよう

な場合，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者はこのパラメタに重要な意味を付加しない。 

  ２．メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲

内で固有であることが推奨される。 

９．１．４．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定する。 

９．１．４．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは取得のための情報モデルのＳＯＰクラスを明記する。これは応

答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要求／指示に

おける値に等しい。 

９．１．４．１．４ 優先度 

このパラメタは，Ｃ－ＭＯＶＥ操作の優先度を指定する。それは，LOW，MEDIUM，HIGH の一つ

である。この優先度はまた，全ての副操作に対して使用される優先度である。 

９．１．４．１．５ ＭＯＶＥ宛先 

このパラメタは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作がそれから実行されている宛先ＤＩＣＯＭ ＡＥのＤＩＣＯ

Ｍ ＡＥ名称を明記する。 

９．１．４．１．６ 識別子 

要求／指示において，これは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者の既知の複合ＳＯＰインスタンスの

属性の値に対して一致を見つけるべき属性のリストである。許される属性のリストおよび構築のため

の規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

応答／確認において，これは，Ｃ－ＭＯＶＥ操作に関する状態情報を提供する属性のリストである。

許される属性のリストおよび識別子の使用法を定義する規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

注：識別子は応答／/確認において U として指定される。しかし,このプリミティブを使用するＰＳ３．４に

定義されたサービスは，その存在に強制的または条件付必要条件を課すことがある。 
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９．１．４．１．７ 状態 

応答の状態を示す。それは次の値の何れかを取ることがある： 

ａ） 成功－これは一致の処理および全ての副操作が完了したことを示す。 

ｂ） 未決定－これは一致の処理および副操作が起動されたまたは継続していることを示す。 

ｃ）拒絶：資源不足－Ｃ－ＭＯＶＥの処理が，資源不足であったので，終了していることを示す。

これは，Ｃ－ＭＯＶＥへの最初の応答であることがあり，または多くの未決定状態の後に送

信されることがある。 

ｄ） 拒絶：ＳＯＰクラスがサポートされていない－Ｃ－ＭＯＶＥ処理が，ＳＯＰクラスがサポー

トされていなかったので，終了していることを示す。 

ｅ） 拒絶：ＭＯＶＥ宛先が未知－Ｃ－ＭＯＶＥの処理が，ＭＯＶＥ宛先が既知でなかったので，

終了していることを示す。 

ｆ） 取消し－Ｃ－ＭＯＶＥの処理が，Ｃ－ＭＯＶＥ取消し指示プリミティブによって終了してい

ることを示す。 

ｇ） 失敗－Ｃ－ＭＯＶＥ操作が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者において失敗したことを示す。 

９．１．４．１．８ 残存副操作の数 

これは，Ｃ－ＭＯＶＥ操作によって起動されるべき残存Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。それ

は，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場合は含まれる。 

９．１．４．１．９ 完了副操作の数 

これは，成功して完了した，このＣ－ＭＯＶＥ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を

指定する。それは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場

合は含まれる。 

９．１．４．１．１０ 失敗副操作の数 

これは，失敗した，このＣ－ＭＯＶＥ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。

それは，何れの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場合は含まれ

る。 

９．１．４．１．１１ 警告副操作の数 

これは，警告応答を生成した，このＣ－ＭＯＶＥ操作によって起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数

を指定する。それは，どの応答／確認の中にも含まれることがある，そして状態が未決定に等しい場

合は含まれる。 

９．１．４．２ Ｃ－ＭＯＶＥサービス手続き 

次のＣ－ＭＯＶＥサービス手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に既知である全ての

ＳＯＰインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つけることを，そして各一致に対して

Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作を生成することを，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に要求する。こ
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の要求は，Ｃ－ＭＯＶＥ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行することによ

って作られる。要求がＤＩＭＳＥサービス提供者によって拒絶された場合は，次の手続きは

適用されない。 

ｂ） 未決定に等しくない状態をもつＣ－ＭＯＶＥ確認プリミティブを受信する前は何時でも，起

動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＭＯＶＥ取消し要求プリミティブをＤＩＭＳＥサー

ビス提供者へ発行することによってサービスを取り消すことを，実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者に要求することがある。 

ｃ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は， Ｃ－ＭＯＶＥ操作の処理の間に，未決定状態をもつＣ

－ＭＯＶＥ確認プリミティブを受信することがある。 

ｄ）起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，最終Ｃ－ＭＯＶＥ確認プリミティブを受信する。 

注： 上記手続きにおいて，（ｃ）は（ｂ）に先行することがある。 

次のＣ－ＭＯＶＥサービス手続きは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に適用される： 

ａ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者が，ＤＩＭＳＥサービス提供者からＣ－ＭＯＶＥ指示を受

信する時，それは，既知の複合ＳＯＰインスタンスの属性に対して識別子の一致を見つける，

そして各一致に対してＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を生成する。 

ｂ） Ｃ－ＭＯＶＥ指示に続いて何時でも，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者はＣ－ＭＯＶＥ取消

し指示を受信することがある。 

ｃ） Ｃ－ＭＯＶＥ取消し指示がＣ－ＭＯＶＥ要求の処理が完了する前に受信される場合，その時

はＣ－ＭＯＶＥ操作が終了する；そうでなければ，次の手続きは適用されない。 

ｄ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＭＯＶＥが取り消されたことを示するために，取

消しの状態をもつＣ－ＭＯＶＥ応答をＤＩＭＳＥサービス提供者に発行する。 

ｅ） 各々の一致した複合ＳＯＰインスタンスに対して，Ｃ－ＭＯＶＥ実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者は，Ｃ－ＭＯＶＥと異なるアソシエーション上でＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を起動する。

この副操作の中で，Ｃ－ＭＯＶＥ実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ起動

側ＤＩＭＳＥサービス利用者になる。Ｃ－ＳＴＯＲＥ実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，

Ｃ－ＭＯＶＥ起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者であることがあり，ないことがある。 

ｆ） Ｃ－ＭＯＶＥ操作の処理の間に，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，未決定の状態をもつ

Ｃ－ＭＯＶＥ応答プリミティブを発行することがある。 

ｇ） （成功または失敗にかかわらず）Ｃ－ＭＯＶＥ操作が完了した時，実行側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者は，拒絶，失敗または成功の何れかに設定された状態をもつＣ－ＭＯＶＥ応答をＤ

ＩＭＳＥサービス提供者に発行する。 

次のＣ－ＭＯＶＥサービス手続きは，ＤＩＭＳＥサービス提供者に適用される： 

ａ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＭＯＶＥ要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス

利用者から受信した時，それはＣ－ＭＯＶＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者に発行する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＭＯＶＥ取消し要求プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者から受信した時は，それはＣ－ＭＯＶＥ取消し指示を実行側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者へ発行する。 
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ｃ） ＤＩＭＳＥサービス提供者が，Ｃ－ＭＯＶＥ応答プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者から受信した時は，それはＣ－ＭＯＶＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者へ発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＣ－ＭＯＶＥ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者によって完全に送信される前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＭＯＶＥ応答プリミ

ティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＣ－ＭＯＶＥ応答プリミティブは，全体のＣ

－ＭＯＶＥ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されてしまうまでは，返されない。 

注： このような「失敗」応答の発生は，しばしば，初期失敗応答と呼ばれる。 

９．１．５ Ｃ－ＥＣＨＯサービス 

Ｃ－ＥＣＨＯサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者との終端間通信を確認するために，ＤＩ

ＭＳＥサービス利用者によって起動される。これは，確認型サービスである。 

９．１．５．１ Ｃ－ＥＣＨＯパラメタ 

表９．１－５ Ｃ－ＥＣＨＯパラメタ 

ＤＩＭＳＥ－Ｃパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
影響されるＳＯＰクラスＩＤ M U(=) 
状態 - M 

 

９．１．５．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは，操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通

知または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つ

の同一の値は，未解決の操作または通知のためには使用されない。 

注： １．確認の中にこのパラメタを含めることは，この規格の前の版の中では許されていたが，しかしこの

使用のモードは，現在は退役した。このパラメタは，確認の中に含まれることがあるが，しかしこのよ

うな場合，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者はこのパラメタに重要な意味を付加しない。 

  ２．メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲

内で固有であることが推奨される。 

９．１．５．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定する。 

９．１．５．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは確認のためのＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスを指定する。

それは，応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメタは要

求／指示における値に等しい。 
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９．１．５．１．４ 状態 

応答の状態を示す。成功の値を持つ。 

９．１．５．２ Ｃ－ＥＣＨＯサービス手続き 

次のＣ－ＥＣＨＯ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＥＣＨＯ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス

提供者に発行することによって，通信の確認を実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者へ要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｃ－ＥＣＨＯ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス

利用者へ発行する。 

ｃ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｃ－ＥＣＨＯ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス

提供者に発行することによって，通信を確認する。 

ｄ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｃ－ＥＣＨＯ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス

利用者へ発行し，Ｃ－ＥＣＨＯ操作を完了する。 

９．２ 順序制御 

９．２．１ サービスのタイプ 

全ての操作と通知は確認型サービスである。 

９．２．２ 使用法の制約 

これらのサービスは，確立されたアソシエーションのコンテキスト内でのみ起動される。 

９．２．３ 中断される手続き 

これらのサービスは他の如何なるサービス手続きも中断しない。 

９．２．４ 中断する手続き 

これらのサービスはＡ－ＡＢＯＲＴサービス手続きによって中断される。 

９．３ プロトコル 

この節は，ＤＩＭＳＥ－Ｃ操作の集合を実行するために必要なプロトコルを明記する。次の表の中で

明記される値表現（ＶＲ）は，ＰＳ３．５の中で定義される通り符号化される。 

９．３．１ Ｃ－ＳＴＯＲＥプロトコル 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ

－ＲＱメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブの

ために必要な情報は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 

９．３．１．１ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱ 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱメッセージは，表９．３－１の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．

５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表９．３－１の中で注記さ
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れていないかぎり，Ｃ－ＳＴＯＲＥサービス定義の中で明記される通り必要とされる。Ｃ－ＳＴＯＲ

Ｅサービス定義の中で指定されていないが，表９．３－１の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプ

ロトコルによって必要とされる。 

注： データ要素のシリーズとして符号化される複合情報オブジェクトの内容は，ＰＳ３．３およびＰＳ３．

４の中で定義される。 

表９．３－１ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

の偶数のバイト 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 保存されるＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱメッセージに対

して 0001H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 実装特有の値。それはこのメッセージを他の

メッセージから区別する。 
優先度 (0000,0700) US 1 優先度は次の値の一つに設定される： 

LOW = 0002H 
MEDIUM = 0000H 
HIGH = 0001H 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在することを示す。それは 0101H (Null) 以外

の何れかの値に設定される。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 保存されるべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤ

を含む。 
ＭＯＶＥ発行元応用エ

ンティティ名称 
(0000,1030) AE 1 このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作がそれから実行さ

れているＣ－ＭＯＶＥ操作を起動するＤＩＣ

ＯＭ ＡＥのＤＩＣＯＭ ＡＥ名称を含む。 
ＭＯＶＥ発行元メッセ

ージＩＤ 
(0000,1031) US 1 このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作がそれから実行さ

れているＣ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージのメ

ッセージＩＤ (0000,0110) を含む。 
データ集合 （タグなし） - - 応用特有のデータ集合 

 

９．３．１．２ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰ 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰメッセージは，表９．３－２の中でおよび付属書Ｃの中で定義される領域を

含む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，

表９．３－２の中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＳＴＯＲＥサービス定義の中で明記される通り必

要とされる。Ｃ－ＳＴＯＲＥサービス定義の中で指定されていないが，表９．３－２の中に存在する

領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 
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表９．３－２ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

の偶数のバイト 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 保存されるＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラ

スＵＩＤを含む 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰメッセージに

ついては 8001H に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱメッセージの

中で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 
領域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在しないことを示す，そして 0101H (Null) の
値に設定される。 

状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 保存されるＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含

む。 
 

９．３．１．３ Ｃ－ＳＴＯＲＥプロ卜コル手続き 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ手続きは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって起動される。Ｃ－ＳＴＯＲＥ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ卜コ

ルマシンは： 

－ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは，Ｃ

－ＳＴＯＲＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されたＣ－ＳＴＯＲＥ応答プリミティブを受信すると，

ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは，

Ｃ－ＳＴＯＲＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，そしてＣ－ＳＴＯＲ

Ｅ手続きを完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者は，完全なＣ－ＳＴＯＲＥ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭ

ＳＥサービス利用者によって完全に伝送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＳＴＯＲＥ－
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ＲＳＰを返すことがある（これは初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｃ－ＳＴＯＲＥ－

ＲＳＰを受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前にメッセージを

終了することがある（即ち，このメッセージのためのデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に設

定する，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それは他の操作または通知を起動することがある。それ

がその要求への失敗または拒絶Ｃ－ＳＴＯＲＥ－ＲＳＰを受信していない場合，Ｃ－ＳＴＯＲＥ－Ｒ

Ｑメッセージが完全に送信される前に，最後の断片ビットを１に設定することは，起動側ＤＩＭＳＥ

サービス利用者に対して，プロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期のモードの中で動作しているとき，応答の前にいくつかのメッセージを送信

することは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に対して可能である。従って，メッセージを送っている

間に，それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，関連したメッセー

ジがすでに送られているので，この応答は初期失敗応答ではない。 

９．３．２ Ｃ－ＦＩＮＤプロトコル 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＦＩＮＤ－Ｒ

Ｑメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＦＩＮＤ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために

必要な情報は，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＦＩＮＤ取消し要求および

取消し指示プリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージの中

で伝達される。 

９．３．２．１ Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱ 

Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージは，表９．３－３の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．

５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は表９．３－３の中で注記され

ていないかぎり，Ｃ－ＦＩＮＤサービス定義の中で明記される通り必要とされる。Ｃ－ＦＩＮＤサー

ビス定義の中で指定されていないが，表９．３－３の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコ

ルによって必要とされる。 

表９．３－３ Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

の偶数のバイト 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージに対し

て 0020H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
優先度 (0000,0700) US 1 優先度は次の値の一つに設定される： 

LOW = 0002H 
MEDIUM = 0000H 
HIGH = 0001H 
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データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在することを示す。それは 0101H (Null) 以外

の何れかの値に設定される。 
識別子 （タグなし） - - 一致を見つけるべき識別子を符号化するデー

タ集合。節 9.1.2.1.4 参照 
 

注： この規格の前の版との互換性を必要とする実装は，データ集合タイプ (0000,0800) 領域を 0102H（識別

子）に設定しなければならない。 

９．３．２．２ Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰ 

Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰメッセージは，表９．３－４の中でおよび付属書Ｃの中で定義される領域を含

む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は表９．

３－４の中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＦＩＮＤサービス定義の中で明記される通り必要とされ

る。Ｃ－ＦＩＮＤサービス定義の中で明記されていないが，表９．３－４の中に存在する領域は，Ｄ

ＩＭＳＥ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－４ Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰメッセージに対

して 8020H に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージの中

で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領
域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合，0101H (Null) の値に設定され

る；他の値はデータ集合がメッセージの中に

含まれることを示す 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
識別子 （タグなし） - - 一致した識別子を符号化するデータ集合。節 

9.1.2.1.4 参照 
 

９．３．２．３ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ－ＲＱ 

Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージは，表９．３－５の中で定義される領域を含む。各領

2002/09/17 39



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は表９．３－５

の中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＦＩＮＤサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｃ

－ＦＩＮＤサービス定義の中で指定されていないが，表９．３－５の中に存在する領域は，ＤＩＭＳ

Ｅ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－５ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイト数（偶数） 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ－ＲＱメ

ッセージに対して 0FFFH に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＦＩＮＤ－ＲＱメッセージの中

で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領
域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在しないことを示す，そして 0101H の値に

設定される。 
 

９．３．２．４ Ｃ－ＦＩＮＤプロ卜コル手続き 

Ｃ－ＦＩＮＤ手続きは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者

によって起動される。Ｃ－ＦＩＮＤ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ卜コルマシ

ンは： 

－ Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは，Ｃ－

ＦＩＮＤ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ 最終状態を含んでいる単一のＣ－ＦＩＮＤ応答プリミティブによって後続される，実行側Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者によって発行される，未解決の状態を含んでいる零以上のＣ－ＦＩ

ＮＤ応答プリミティブを受諾する。 

－ 未決定状態を含んでいる各Ｃ－ＦＩＮＤ応答プリミティブに対してＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコ

ルマシンは： 

ａ） （未決定）Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

ｂ） Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１参照） 

－ 最終状態を含んでいるＣ－ＦＩＮＤ応答プリミティブに対してＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマ

シンは： 

ａ） （最終）Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 
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ｂ） Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１参照） 

Ｃ－ＦＩＮＤ‐ＲＳＰを伝達するメッセージを受信するとすぐに，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシン

は： 

－ メッセージが未決定の状態を示す場合は，未決定の状態をもつＣ－ＦＩＮＤ確認プリミティ

ブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する 

－ メッセージが最終状態を示す場合は，最終状態をもつＣ－ＦＩＮＤ確認プリミティブを起動

側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，そしてＣ－ＦＩＮＤ手続きを完了する 

注： Ｃ－ＦＩＮＤ手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって何時でも取り消すことができる。こ

れは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によってＣ－ＣＡＮＣＥＬ要求プリミティブを発行することで

達成される。 

実行側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者は，完全なＣ－ＦＩＮＤ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰ

を返すことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰ

を受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前に，メッセージを終了

することがある（即ち，このメッセージに対するデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に設定す

る，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することがある。そ

れがその要求への失敗または拒絶Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＳＰを受信していない場合，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＲＱ

メッセージが完全に送信される前に，最後の断片ビットを１に設定することは，起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードの中で操作しているとき，応答の前にいくつかのメッセージを送信す

ることは，起動側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者には可能である。従って，メッセージを送っている間に，

それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，この応答は，関連したメ

ッセージがすでに送られているので，初期失敗応答ではない。 

９．３．３ Ｃ－ＧＥＴプロ卜コル 

Ｃ－ＧＥＴ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱメ

ッセージの中で伝達される。Ｃ－ＧＥＴ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な

情報は，Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＧＥＴ取消し要求および取消し指示

プリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージの中で伝達される。 

９．３．３．１ Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱ 

Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージは，表９．３－６の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．５

の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表９．３－６の中で注記され

ていないかぎり，Ｃ－ＧＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｃ－ＧＥＴサービス

定義の中で指定されていないが，表９．３－６の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルに

よって必要とされる。 

注： この規格の前の版との互換性を必要とする実装は，データ集合タイプ (0000,0800) 領域を 0120H （識

別子）に設定しなければならない。 

2002/09/17 41



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

表９．３－６ Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージに対して 
0010H に設定される。 

メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
優先度 (0000,0700) US 1 優先度は次の値の一つに設定される： 

LOW = 0002H 
MEDIUM = 0000H 
HIGH = 0001H 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在することを示す。それは 0101H (Null) 以外

の何れかの値に設定される。 
識別子 （タグなし） - - 一致を見つけるべき識別子を符号化するデー

タ集合。節 9.1.3.1.5 参照 
 

９．３．３．２ Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰ 

Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージは表９．３－７の中でおよび付属書Ｃの中で定義される領域を含む。

各領域はＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は表９．３－

７の中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＧＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｃ

－ＧＥＴサービス定義の中で指定されていないが，表９．３－７の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ

－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

注： 許される属性のリストおよび識別子の使用法を定義する規則は，ＰＳ３．４の中で明記される。 

表９．３－７ Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージに対し

て 8010H に設定される。 
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応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージの中で

使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領域

の値に設定される。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合は 0101H (Null) の値に設定され

る；他の何れの値もデータ集合がメッセージ

の中に含まれることを示す 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
残存副操作の数 (0000,1020) US 1 このＣ－ＧＥＴ操作に対して起動されるべき

残存Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
完了副操作の数 (0000,1021) US 1 成功して完了したこのＣ－ＧＥＴ操作によっ

て起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
失敗副操作の数 (0000,1022) US 1 失敗したこのＣ－ＧＥＴ操作によって起動さ

れたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
警告副操作の数 (0000,1023) US 1 警告応答を生じたこのＣ－ＧＥＴ操作によっ

て起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
識別子 （タグなし） - - 一致した識別子を符号化するデータ集合。節 

9.1.3.1.5 参照 
 

９．３．３．３ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＧＥＴ－ＲＱ 

Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージは，表９．３－８の中で定義される領域を含む。各領域

は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は表９．３－８の

中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＧＥＴサービス定義の中で明記される通り必要とされる。Ｃ－Ｇ

ＥＴサービス定義の中で明記されていないが，しかし表９．３－８の中に存在する領域は，ＤＩＭＳ

Ｅ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－８ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＣＡＮＣＥＬ－ＧＥＴ－ＲＱメッ

セージに対して 0FFFH に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージの中で

使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領域

の値に設定される。 
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データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在しないことを示し，そして 0101H の値に

設定される。 
 

９．３．３．４ Ｃ－ＧＥＴプロ卜コル手続き 

Ｃ－ＧＥＴ手続きは，Ｃ－ＧＥＴ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によ

って起動される。Ｃ－ＧＥＴ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ卜コルマシンは： 

－ Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１参照）。 

Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは，Ｃ－Ｇ

ＥＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ 最終状態を含んでいる単一のＣ－ＧＥＴ応答プリミティブによって後続される，実行側ＤＩ

ＭＳＥサービス利用者によって発行される，未決定の状態を含んでいる零以上のＣ－ＧＥＴ

応答プリミティブを受諾する。 

－ 未決定状態を含んでいる各Ｃ－ＧＥＴ応答プリミティブに対して，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコ

ルマシンは： 

ａ）（未決定）Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

ｂ）Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１参照） 

― 最終状態を含んでいるＣ－ＧＥＴ応答プリミティブに対して，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマ

シンは： 

ａ）（最終）Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

ｂ）Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１参照） 

注： Ｃ－ＧＥＴ指示プリミティブは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作と同一の副操作を起動する。しかしながら，Ｃ－

ＳＴＯＲＥ副操作に対して，ＤＩＭＳＥサービス利用者は，その起動側および実行側役割を交換する

（即ち，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者になる，など）。 

Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ メッセージが未決定の状態を示す場合は，未決定の状態をもつＣ－ＧＥＴ確認プリミティブ

を起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する 

－ メッセージが最終状態を示す場合は，最終状態をもつＣ－ＧＥＴ確認プリミティブを起動側

ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，そしてＣ－ＧＥＴ手続きを完了する。 

注： Ｃ－ＧＥＴ手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって何時でも取り消すことができる。これ

は，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によってＣ－ＣＡＮＣＥＬ要求プリミティブを発行することで達

成される。 

実行側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者は，完全なＣ－ＧＥＴ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭＳＥ

サービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＧＥＴ－ＲＳＰを返

すことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰを受信
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すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前に，メッセージを終了するこ

とがある（即ち，このメッセージに対するデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に設定する，付

属書Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することがある。それが，

その要求への失敗または拒絶Ｃ－ＧＥＴ－ＲＳＰを受信していない場合，Ｃ－ＧＥＴ－ＲＱメッセー

ジが完全に送信される前に，最後の断片ビットを１に設定することは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードの中で動作しているとき，応答の前にいくつかのメッセージを送信す

ることは，起動側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者には可能である。従って，メッセージを送っている間に，

それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，この応答は，関連したメ

ッセージがすでに送られているので，初期失敗応答ではない。 

９．３．４ Ｃ－ＭＯＶＥプロトコル 

Ｃ－ＭＯＶＥ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＭＯＶＥ－Ｒ

Ｑメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＭＯＶＥ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために

必要な情報は，Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＭＯＶＥ取消し要求および

取消し指示プリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージの中

で伝達される。 

９．３．４．１ Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱ 

Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージは，表９．３－９の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．

５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域が，表９．３－９の中で注記さ

れていないかぎり，Ｃ－ＭＯＶＥサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｃ－ＭＯＶＥサ

ービス定義の中に指定されていないが，表９．３－９の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロト

コルによって必要とされる。 

注： この規格の前の版との互換性を必要とする実装は，データ集合タイプ (0000,0800) 領域を 0102H （識

別子）に設定しなければならない。 

表９．３－９ Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージに対し

て 0021H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
優先度 (0000,0700) US 1 優先度は次の値の一つが設定される： 

LOW = 0002H 
MEDIUM = 0000H 
HIGH = 0001H 
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データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在することを示す。それは 0101H (Null) 以外

の何れかの値に設定される。 
ＭＯＶＥ宛先 (0000,0600) AE 1 Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作がそれに対して実行さ

れる宛先ＤＩＣＯＭ ＡＥのＤＩＣＯＭ ＡＥ

名称に設定される。 
識別子 （タグなし） - - 一致されるべき識別子を符号化するデータ集

合。節 9.1.4.1.6 参照 
 

９．３．４．２ Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰ 

Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰメッセージは表９．３－１０の中でおよび付属書Ｃの中で定義される領域を含

む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表

９．３－１０の中に注記されていないかぎり，Ｃ－ＭＯＶＥサービス定義の中で指定される通り必要

とされる。Ｃ－ＭＯＶＥサービス定義では指定されていないが，表９．３－１０の中に存在する領域

は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－１０ Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰメッセージにつ

いて 8021H に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＭＯＶＥメッセージの中で使用

されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領域の値

に設定される。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H (Null) の値に設定され

る；他の何れの値もデータ集合がメッセージ

の中に含まれることを示す 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
残存副操作の数 (0000,1020) US 1 このＣ－ＭＯＶＥ操作に対して起動されるべ

き残存副操作の数 
完了副操作の数 (0000,1021) US 1 成功して完了したこのＣ－ＭＯＶＥ操作によ

って起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
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失敗副操作の数 (0000,1022) US 1 失敗したこのＣ－ＭＯＶＥ操作によって起動

されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
警告副操作の数 (0000,1023) US 1 警告応答を生じたこのＣ－ＭＯＶＥ操作によ

って起動されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数 
識別子 （タグなし） - - 一致した識別子を符号化するデータ集合。節 

9.1.4.1.6 参照 
 

９．３．４．３ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＭＯＶＥ－ＲＱ 

Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージは，表９．３－１１の中で定義される領域を含む。各

領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表９．３

－１１の中に注記されていないかぎり，Ｃ－ＭＯＶＥサービス定義の中で指定された通り必要とされ

る。Ｃ－ＭＯＶＥサービス定義の中に指定されていないが，表９．３－１１の中に存在する領域は，

ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－１１ Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＣＡＮＣＥＬ－ＭＯＶＥ－ＲＱメ

ッセージに対して 0FFFH に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージの中

で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領
域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在しないことを示する，そして 0101H の値

に設定される。 
 

９．３．４．４ Ｃ－ＭＯＶＥプロトコル手続き 

Ｃ－ＭＯＶＥ手続きは，Ｃ－ＭＯＶＥ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者

によって起動される。Ｃ－ＭＯＶＥ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ卜コルマシ

ンは： 

－ Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは，Ｃ－

ＭＯＶＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ 最終状態を含んでいる単一のＣ－ＭＯＶＥ応答プリミティブによって後続される，実行側Ｄ
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ＩＭＳＥサービス利用者によって発行される，未決定の状態を含んでいる零以上のＣ－ＭＯ

ＶＥ応答プリミティブを受諾する 

－ 未決定状態を含んでいる各Ｃ－ＭＯＶＥ応答プリミティブに対して，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロト

コルマシンは： 

ａ）（未決定）Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

ｂ）Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

― 最終状態を含んでいるＣ－ＭＯＶＥ応答プリミティブに対して，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコル

マシンは： 

ａ）（最終）Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

ｂ）Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

注： Ｃ－ＭＯＶＥ指示プリミティブは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作と同一の副操作を起動する。 

Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰを伝達しているメッセージを受信するとＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ メッセージが未決定の状態を示す場合は，未決定の状態をもつＣ－ＭＯＶＥ確認プリミティ

ブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する 

－ メッセージが最終状態を示す場合は，最終状態をもつＣ－ＭＯＶＥ確認プリミティブを起動

側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，そしてＣ－ＭＯＶＥ手続きを完了する 

注： Ｃ－ＭＯＶＥ手続きは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって何時でも取り消すことができる。こ

れは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によってＣ－ＣＡＮＣＥＬ要求プリミティブを発行することで

達成される。 

実行側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者は，完全なＣ－ＭＯＶＥ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＣ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰ

を返すことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰ

を受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前に，メッセージを終了

することがある（即ち，このメッセージのためのデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に設定す

る，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することがある。そ

れが，その要求への失敗または拒絶Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＳＰを受信していない場合，Ｃ－ＭＯＶＥ－Ｒ

Ｑメッセージが完全に送信される前に，最後の断片ビットを１に設定することは，起動側ＤＩＭＳＥ

サービス利用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードの中で動作しているとき，応答の前にいくつかのメッセージを送信す

ることは，起動側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者には可能である。従って，メッセージを送っている間に，

それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，この応答は，関連したメ

ッセージがすでに送られているので，初期失敗応答ではない。 

９．３．５ Ｃ－ＥＣＨＯプロトコル 

Ｃ－ＥＣＨＯ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために必要な情報は，Ｃ－ＥＣＨＯ－Ｒ

Ｑメッセージの中で伝達される。Ｃ－ＥＣＨＯ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｃプリミティブのために

必要な情報はＣ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 
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９．３．５．１ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＱ 

Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＱメッセージは表９．３－１２の中で定義される領域を含む。各領域はＰＳ３．５

の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域が，表９．３－１２の中で注記さ

れていないかぎり，Ｃ－ＥＣＨＯサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｃ－ＥＣＨＯサ

ービス定義の中に指定されていないが，表９．３－１２の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ

トコルによって必要とされる。 

表９．３－１２ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＥＣＨＯ－ＲＱメッセージに対し

て 0030H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在しないことを示す，そして 0101H の値に

設定される。 
 

９．３．５．２ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰ 

Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰメッセージは，表９．３－１３の中でおよび付属書Ｃの中で定義される領域を

含む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，

表９．３－１３の中で注記されていないかぎり，Ｃ－ＥＣＨＯサービス定義の中で指定される通り必

要とされる。Ｃ－ＥＣＨＯサービス定義では指定されていないが，表９．３－１３の中に存在する領

域は，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルによって必要とされる。 

表９．３－１３ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 操作に関連するＳＯＰクラスＵＩＤ 

コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。この領域

の値はＣ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰメッセージに対

して 8030H に設定される。 
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応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＣ－ＥＣＨＯ－ＲＱメッセージの中

で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領
域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在しないことを示し， 0101H の値に設定さ

れる。 
状態 (0000,0900) US 1 応答の状態を示す。成功の値を持つ。 

 

９．３．５．３ Ｃ－ＥＣＨＯプロトコル手続き 

Ｃ－ＥＣＨＯ手続きは，Ｃ－ＥＣＨＯ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者

によって起動される。Ｃ－ＥＣＨＯ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロ卜コルマシ

ンは： 

－ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照）。 

Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｃプロトコルマシンは： 

－ Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｃ－ＥＣＨＯ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－ＣプロトコルマシンはＣ－

ＥＣＨＯ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，そしてＣ－ＥＣＨＯ手続き

を完了する。 
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１０ ＤＩＭＳＥ－Ｎ 

１０．１ サービス 

１０．１．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスは，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって，同位のＤＩＭＳＥ

サービス利用者にイベントを報告するために使用される。それは確認型サービスである。 

１０．１．１．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴパラメタ 

表１０．１－１はこのサービスのためのパラメタを列記する。 

表１０．１－１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ M U(=) 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ M U(=) 
イベントタイプＩＤ M C(=) 
イベント情報 U - 
イベント応答 - C 
状態 - M 

 

１０．１．１．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 

１０．１．１．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される通知要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．１．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは，イベントのためのＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスを指定

する。それは，応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメ

タは要求／指示における値と同一である。 

１０．１．１．１．４ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは，イベントのためのＳＯＰインスタンスを明記する。それは応

答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合は，このパラメタは要求／指示
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における値に等しい。 

１０．１．１．１．５ イベントタイプＩＤ 

このパラメタは，報告されているイベントのタイプを明記する。それは成功応答／確認の中に含まれ

ることがある，そしてイベント応答パラメタが含まれる場合は含まれる。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，イベントタイプＩＤパラメタの応用使用法を定義す

る。 

１０．１．１．１．６ イベント情報 

この応用特有パラメタは，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者がイベントについて供給することが可能

な情報を含む。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，イベント情報パラメタの応用使用法を定義する。 

１０．１．１．１．７ イベント応答 

この応用特有パラメタは，イベント報告への任意選択応答を含む。それは成功応答／確認の中にのみ

含まれることがある。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，イベント応答パラメタの応用使用法を定義する。 

１０．１．１．１．８ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。状態の次のタイプが起こることがある： 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスが指定されたＳＯＰクラスの

構成員ではない。 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) が，もう一つの通知または操作に割り当

てられている。 

－ 無効な引き数値：指定されたイベント情報値が，範囲外であるか，またはそうでなければ不

適切である。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 誤入力した引き数：提供されたパラメタの一つが，ＤＩＭＳＥサービス利用者間のアソシエ

ーション上での使用のために同意されていない。 

－ そのような引き数はない：指定されたイベント情報が認識されなかった 

－ そのようなイベントタイプはない：指定されたイベントタイプが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作の処理における一般的失敗が起きた。 

－ 資源の限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功の通知。 
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－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者間で同意されたものの一つではない。 

１０．１．１．２ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス手続き 

次のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブをＤ

ＩＭＳＥサービス提供者に発行することによって，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者にイベ

ントを報告する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブを実行側Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

ｃ） 実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブをＤ

ＩＭＳＥサービス提供者に発行することによって，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリ

ミティブの受理または拒否を報告する。 

ｄ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ確認プリミティブを起動側Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者に発行し，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ通知を完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ指示（データ集合）が起

動側ＤＩＭＳＥ－サービス利用者によって完全に転送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＮ－Ｅ

ＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブは，全体のＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ指示が実行側Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者によって受信されるまでは，返されない。 

注： そのような「失敗」応答の発生は，初期失敗応答と呼ばれる。 

１０．１．２ Ｎ－ＧＥＴサービス 

Ｎ－ＧＥＴサービスは，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者から

属性値を取得するために使用される。それは確認型サービスである。 

１０．１．２．１ Ｎ－ＧＥＴパラメタ 

表１０．１－２は，このサービスのためのパラメタを列挙する。 

表１０．１－２ Ｎ－ＧＥＴパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
要求ＳＯＰクラスＵＩＤ M - 
要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ M - 
属性識別子リスト U - 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ M U 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ M U 
属性リスト - C 
状態 - M 
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１０．１．２．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未完了の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 

１０．１．２．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．２．１．３ 要求ＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは，属性値が取得されることになっているＳＯＰクラスを指定する。 

１０．１．２．１．４ 要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，属性値が取得されることになっているＳＯＰインスタンスを指定する。 

１０．１．２．１．５ 属性識別子リスト 

このパラメタは，それに対して属性値が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって返されることにな

っている属性識別子の集合を含む。このパラメタが省略される場合は，全ての属性識別子が採用され

る。属性の定義は，ＰＳ３．３の中で情報オブジェクト定義の仕様の中で見いだされる。 

１０．１．２．１．６ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは，応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラ

メタは，要求／指示の中で使用される要求ＳＯＰクラスＵＩＤパラメタ値に等しい。 

１０．１．２．１．７ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，属性値がそれに対して返されるＳＯＰインスタンスを指定する。それは何れの応答

／確認の中にも含まれることがある，そして含まれるとき，起動の中で使用される要求ＳＯＰインス

タンスＵＩＤ (0000,1001) パラメタ値に等しい。 

１０．１．２．１．８ 属性リスト 

このパラメタは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって返される属性識別子および値の集合を含

む。それは成功応答／確認の中に含まれる。 

１０．１．２．１．９ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。次の状態のタイプが起こることがある： 

－ 属性リストエラー：指定された属性が認識されなかったので，一つ以上の属性値が読めなか

った。読むことができた属性値が返信される。 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスは指定されたＳＯＰクラスの
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構成員ではない 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) は，もう一つの通知または操作に割り当

てられている。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 誤入力された引数：提供されたパラメタの一つが，アソシエーション上での使用のためにＤ

ＩＭＳＥサービス利用者間で同意されていない。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作を処理中に一般的失敗が起きた。 

－ 資源の限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功した操作。 

－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者間で同意されたものの一つではない。 

１０．１．２．２ Ｎ－ＧＥＴサービス手続き 

次のＮ－ＧＥＴ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提

供者に発行することによって，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に属性値を取得することを

要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者に発行する。 

ｃ） 操作を実行できる場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，要求された属

性値を取得する，そしてＮ－ＧＥＴ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行す

ることによって，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの受諾を示す応答を生成する。この場合，次

の手続きは適用されない。 

ｄ） 操作を実行することができない場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，

適当なエラーコードをもつＮ－ＧＥＴ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行

することによって，Ｎ－ＧＥＴ要求を拒絶する。 

ｅ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＧＥＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥ利用者に発

行し，Ｎ－ＧＥＴ操作を完了する。 

１０．１．３ Ｎ－ＳＥＴサービス 

Ｎ－ＳＥＴサービスは，属性値の変更を同位のＤＩＭＳＥサービス利用者に要求するために，ＤＩＭ

ＳＥサービス利用者によって使用される。それは確認型サービスである。 

１０．１．３．１ Ｎ－ＳＥＴパラメタ 

表１０．１－３は，このサービスのためのパラメタを示す。 
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表１０．１－３ Ｎ－ＳＥＴパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
要求ＳＯＰクラスＵＩＤ M - 
要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ M - 
変更リスト M - 
属性リスト - U 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ - U 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ - U 
状態 - M 

 

１０．１．３．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 

１０．１．３．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．３．１．３ 要求ＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは，属性値が変更されることになっているＳＯＰクラスを指定する。 

１０．１．３．１．４ 要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，属性値が変更されることになっているＳＯＰインスタンスを指定する。 

１０．１．３．１．５ 変更リスト 

このパラメタは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって，指定された属性の現在値を置き換える

ために使用されることになっている属性識別子および値の集合を含む。 

１０．１．３．１．６ 属性リスト 

このパラメタは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって，指定された属性の値を置き換えるため

に使用された属性識別子および値の集合を含む。それは，成功応答／確認の中に含まれることがある。 

１０．１．３．１．７ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合，このパラメ

タは要求／指示の中で使用される要求ＳＯＰクラスＵＩＤパラメタ値に等しい。 
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１０．１．３．１．８ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，それに対して属性値が変更されたＳＯＰインスタンスを指定する。それは何れの応

答／確認の中にも含まれることがある，そして含まれるときは，起動の中で使用される要求ＳＯＰイ

ンスタンスＵＩＤ (0000,1001) パラメタ値に等しい。 

１０．１．３．１．９ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。次のタイプの状態が起こることがある： 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスは指定されたＳＯＰクラスの

構成員ではない。 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) が，もう一つの通知または操作に割り当

てられている。 

－ 無効な属性値：指定された属性値が，範囲外，またはそうでなければ不適切だった。変更さ

れることがある属性値が変更された。 

－ 誤入力された引数：提供されたパラメタの一つが，アソシエーション上での使用のためにＤ

ＩＭＳＥサービス利用者間で同意されていない。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 行方不明の属性値：要求された属性値が供給されなかった。 

－ そのような属性はない：指定された属性のタグが認識されなかった。変更されることがある

属性値が変更された。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作を処理中に一般的失敗が起きた。 

－ 資源の限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功した操作。 

－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者間で同意されたものの一つではない。 

１０．１．３．２ Ｎ－ＳＥＴサービス手続き 

次のＮ－ＳＥＴ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提

供者に発行することによって，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に属性値を変更することを

要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＳＥＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者に発行する。 

ｃ） 操作を実行できる場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，要求された属

性値を変更する，そしてＮ－ＳＥＴ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行す
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ることによって，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの受諾を示す応答を発生する。この場合，次

の手続きは適用されない。 

ｄ） 操作を実行できない場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，適切なエラ

ーコードをもつＮ－ＳＥＴ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行することに

よって，Ｎ－ＳＥＴ要求を拒絶する。 

ｅ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＳＥＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥ利用者に発

行し，Ｎ－ＳＥＴ操作を完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＮ－ＳＥＴ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者によって完全に転送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＳＥＴ応答プリミティ

ブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＮ－ＳＥＴ応答プリミティブは，全体のＮ－ＳＥ

Ｔ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されてしまうまでは，返されない。 

注： そのような「失敗」応答の発生は，しばしば初期失敗応答とよばれる。 

１０．１．４ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービスは，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者による行動を要求するために，ＤＩ

ＭＳＥサービス利用者によって使用される。それは確認型サービスである。 

１０．１．４．１ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮパラメタ 

表１０．１－４はこのサービスのためのパラメタを列挙する。 

表１０．１－４ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
要求ＳＯＰクラスＵＩＤ M - 
要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ M - 
行動タイプＩＤ M C(=) 
行動情報 U - 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ - U 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ - U 
行動応答  C 
状態 - M 

 

１０．１．４．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 
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１０．１．４．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．４．１．３ 要求ＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは，行動が実行されることになっているＳＯＰクラスを指定する。 

１０．１．４．１．４ 要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，行動が実行されることになっているＳＯＰインスタンスを指定する。 

１０．１．４．１．５ 動作タイプＩＤ 

このパラメタは，実行されることになっている特定の行動を指定する。それは，成功応答／確認の中

に含まれることがある，そして行動応答パラメタが含まれる場合は含まれる。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，行動タイプＩＤ (0000,1008) パラメタの応用使用法

を定義する。 

１０．１．４．１．６ 動作情報 

このパラメタは，実行されることになっている行動の性質，変化，または演算数を詳しく定義するこ

とが必要なとき，特別の応用特有情報を指定する。パラメタの構文と意味は，要求された行動に依存

する。それは要求／指示の中にのみ含まれることがある。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，行動情報パラメタの応用使用法を定義する。 

１０．１．４．１．７ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合は，このパラ

メタは，要求／指示の中で使用される要求ＳＯＰクラスＵＩＤパラメタ値に等しい。 

１０．１．４．１．８ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは行動が実行されることになっているＳＯＰインスタンスを指定する。それは何れの応

答／確認の中にも含まれることがある，そして含まれるときは，起動の中で使用される要求ＳＯＰイ

ンスタンスＵＩＤ (0000,1001) パラメタ値に等しい。 

１０．１．４．１．９ 行動応答 

このパラメタは，行動への応用特有応答を含む。それは成功応答／確認の中に含まれることがある。 

注： ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，行動応答パラメタの応用使用法を定義する。 

１０．１．４．１．１０ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。次のタイプの状態が起こることがある： 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスは指定されたＳＯＰクラスの

構成員ではない。 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) が，もう一つの通知または操作に割り当
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てられている。 

－ 無効な引き数値：指定された行動情報値が，範囲外，またはさもなければ不適切だった。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 誤入力した引数：提供されたパラメタの一つが，アソシエーション上での使用のためにＤＩ

ＭＳＥサービス利用者間で同意されていない。 

－ そのような行動はない：指定された行動タイプはサポートされていなかった。 

－ そのような引き数はない：指定された行動情報はサポートされていなかった。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作を処理中に一般的失敗が発生した。 

－ 資源限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功した操作。 

－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者の間で同意されたものの一つではない。 

１０．１．４．２ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス手続き 

次のＮ－ＡＣＴＩＯＮ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサー

ビス提供者に発行することによって，管理されたＳＯＰインスタンス上で行動を実行するこ

とを，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者に発行する。 

ｃ） 操作を実行できる場合は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，指定されたＳＯＰインスタ

ンスに行動を適用する，そしてＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提

供者に発行することによって，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブの受諾を示す応答を発生

する。この場合，次の手続きは適用されない。行動応答は成功応答の中に含まれることがあ

る。 

ｄ） 操作を実行することができない場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，

適切なエラーコードをもつＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者

に発行することによって，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求を拒絶する。 

ｅ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥ利用

者に発行し，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作を完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＮ－ＡＣＴＩＯＮ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者によって完全に転送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＡＣＴＩＯＮ応

答プリミティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブ

が，全体のＮ－ＡＣＴＩＯＮ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されてしまうまで

は，返されない。 
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注： そのような「失敗」応答の発生は，しばしば初期失敗応答とよばれる。 

１０．１．５ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスは，新しい管理されたＳＯＰインスタンスを作成すること，その識別およ

びその関連属性の値を完成すること，そして同時にその識別を登録することを，同位のＤＩＭＳＥサ

ービス利用者に要求するために，ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用される。それは確認型サー

ビスである。 

１０．１．５．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥパラメタ 

表１０．１－５は，このサービスのためのパラメタを列挙する。 

表１０．１－５ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ M U(=) 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ U C 
属性リスト M U 
状態 - M 

 

１０．１．５．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未完了の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 

１０．１．５．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認が適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．５．１．３ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって作成されることに

なっている新しいＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスを指定する。実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者

は，そのＳＯＰクラスの定義によって明記される属性値の集合を，新しいＳＯＰインスタンスに割り

当てる。応答／確認に対して，このパラメタは，作成されたＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスを指

定する。それは応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合は，このパラ

メタは要求／指示の中の値に等しい。 

１０．１．５．１．４ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

要求／指示に対して，このパラメタは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって使用されるＳＯＰ
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インスタンスを指定する。ＳＯＰインスタンスＵＩＤが起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって供

給されない場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，インスタンスのこの識別に値

を割り当てる。応答／確認に対して，このパラメタは，成功応答／確認の中にのみ含まれることがあ

る，そして起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって供給されない場合は含まれる。 

１０．１．５．１．５ 属性値リスト 

このパラメタが起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって供給されるとき，それは，実行側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者が新しい管理されたＳＯＰインスタンスに割り当てる属性識別子および値の集合を

含む。実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって返されるとき，このパラメタは，新しい管理された

ＳＯＰインスタンスに割り当てられた全ての属性識別子および値の完全なリストを含む。それは成功

応答／確認の中に含まれることがある。 

１０．１．５．１．６ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。次のタイプの状態が起こることがある： 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスは指定されたＳＯＰクラスの

構成員ではない。 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) がもう一つの通知または操作に割り当て

られた。 

－ 二重のＳＯＰインスタンス：起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって提供された新しい管

理されたＳＯＰインスタンス値が，指定されたＳＯＰクラスの管理されたＳＯＰインスタン

スに対して既に登録されていた。 

－ 無効な属性値：指定された属性値が，範囲外，またはそうでなければ不適切だった。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 行方不明の属性：要求された属性が供給されなかった。 

－ 行方不明の属性値：要求された属性値が供給されなかった，そして省略時値が利用できなか

った。 

－ 誤入力された引数：提供されたパラメタの一つが，アソシエーション上での使用のためにＤ

ＩＭＳＥサービス利用者間で同意されていない。 

－ そのような属性はない：指定された属性に対するタグが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 

－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作の処理中に一般的失敗が発生した。 

－ 資源の限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功した操作。 

－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者間で同意されたそれらの一つでない。 
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１０．１．５．２ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス手続き 

次のＮ－ＣＲＥＡＴＥ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサー

ビス提供者に発行することによって，新しい管理されたＳＯＰインスタンスの作成および登

録を要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者に発行する。 

ｃ） 操作を実行できる場合は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，新しい管理されたＳＯＰイ

ンスタンスを作成しそして登録する，そしてＮ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブをＤＩＭＳ

Ｅサービス提供者に発行することによって，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの受諾を示

す応答を生成する。この場合，次の手続きは適用されない。 

ｄ） 操作を実行できない場合は，そのときには実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，適切なエラ

ーコードをもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行する

ことによって，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求を拒絶する。 

ｅ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥ利用

者に発行し，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ操作を完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＮ－ＣＲＥＡＴＥ指示（データ集合）が起動側ＤＩＭＳ

Ｅサービス利用者によって完全に転送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ応

答プリミティブを返すことがある。成功または警告の状態をもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブ

は，全体のＮ－ＣＲＥＡＴＥ指示が実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって受信されてしまうまで

は，返されない。 

注： そのような「失敗」応答の発生は，しばしば初期失敗応答とよばれる。 

１０．１．６ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービスは，管理されたＳＯＰインスタンスを削除することそしてその識別を登録

抹消することを，同位のＤＩＭＳＥサービス利用者に要求するために，起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって使用される。それは確認型サービスである。 

１０．１．６．１ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥパラメタ 

表１０．１－６にこのサービスのためのパラメタを記載する。 

表１０．１－６ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥパラメタ 

ＤＩＭＳＥパラメタ名 要求／指示 応答／確認 
メッセージＩＤ M - 
応答されるメッセージＩＤ - M 
要求されたＳＯＰクラスＵＩＤ M - 
要求されたＳＯＰインスタンスＵＩＤ M - 
影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ - U 
影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ - U 
状態 - M 
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１０．１．６．１．１ メッセージＩＤ 

このパラメタは操作を識別する。それは，ＤＩＭＳＥサービス提供者が処理中のことがある他の通知

または操作からこの操作を区別するために使用される。メッセージＩＤ (0000,0110) に対する二つの

同一の値は，未解決の操作や通知のためには使用されない。 

注： メッセージＩＤ (0000,0110) は，デバッグ手続きをサポートするために，アソシエーションの範囲内で

固有であることが推奨される。 

１０．１．６．１．２ 応答されるメッセージＩＤ 

このパラメタは，この応答／確認に適用される操作要求／指示のメッセージＩＤ (0000,0110) を指定

する。 

１０．１．６．１．３ 要求ＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは，削除されるべきＳＯＰクラスを指定する。 

１０．１．６．１．４ 要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，削除されるべきＳＯＰインスタンスを指定する。 

１０．１．６．１．５ 影響されるＳＯＰクラスＵＩＤ 

このパラメタは応答／確認の中に含まれることがある。応答／確認の中に含まれる場合は，このパラ

メタは要求／指示の中で使用されるパラメタ値に等しい。 

１０．１．６．１．６ 影響されるＳＯＰインスタンスＵＩＤ 

このパラメタは，削除されたＳＯＰインスタンスを指定する。それは何れの応答／確認の中にも含ま

れることがある，そして含まれるときは，起動の中で使用された要求ＳＯＰインスタンスＵＩＤ 
(0000,1001) パラメタ値に等しい。 

１０．１．６．１．７ 状態 

このパラメタは，操作に対するエラーまたは成功通知を含む。それは，実行側ＤＩＭＳＥサービス利

用者によって何れの応答／確認の中にも含まれる。次のタイプの状態が起こることがある： 

－ クラス－インスタンスの矛盾：指定されたＳＯＰインスタンスは指定されたＳＯＰクラスの

構成員ではない。 

－ 二重の起動：指定されたメッセージＩＤ (0000,0110) が，もう一つの通知または操作に割り当

てられている。 

－ 無効なＳＯＰインスタンス：ＵＩＤ構文規則の違反を暗示する指定されたＳＯＰインスタン

スＵＩＤ。 

－ 誤入力された引数：提供されたパラメタの一つが，アソシエーション上での使用のためにＤ

ＩＭＳＥサービス利用者の間で同意されていない。 

－ そのようなＳＯＰクラスはない：ＳＯＰクラスが認識されなかった。 
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－ そのようなＳＯＰインスタンスはない：ＳＯＰインスタンスが認識されなかった。 

－ 処理失敗：操作の処理中に一般的失敗が発生した。 

－ 資源の限界：操作が資源の限界のために実行されなかった。 

－ 成功：成功した操作。 

－ 認識されない操作：操作はＤＩＭＳＥサービス利用者間で同意されたものの一つではない。 

１０．１．６．２ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス手続き 

次のＮ－ＤＥＬＥＴＥ手続きが適用される： 

ａ） 起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブをＤＩＭＳＥサー

ビス提供者に発行することによって，実行側ＤＩＭＳＥサービス使用者に管理されたＳＯＰ

インスタンスを削除することを要求する。 

ｂ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサー

ビス利用者に発行する。 

ｃ） 操作を実行できる場合は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，指定された管理されたＳＯ

Ｐインスタンスを削除する，そしてＮ－ＤＥＬＥＴＥ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービ

ス提供者に発行することによって，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブの受諾を示す応答を

発生する。この場合，次の手続きは適用されない。 

ｄ） 操作を実行できない場合は，実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，適切なエラーコードをも

つＮ－ＤＥＬＥＴＥ応答プリミティブをＤＩＭＳＥサービス提供者に発行することによって，

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求を拒絶する； 

ｅ） ＤＩＭＳＥサービス提供者は，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥ利用

者に発行し，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ操作を完了する。 

１０．２ 順序制御 

１０．２．１ サービスのタイプ 

全ての操作と通知は確認型サービスである。 

１０．２．２ 使用法の制約 

これらサービスは，確立されたアソシエーションのコンテキスト内でのみ起動されることがある。 

１０．２．３ 中断される手続き 

これらのサービスは他の如何なるサービス手続きも中断しない。 

１０．２．４ 中断する手続き 

これらのサービスはＡ－ＡＢＯＲＴサービス手続きによって中断される。 

１０．３ プロトコル 

この節は，ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および通知の集合を実行するために必要なプロトコルを明記する。次

の表の中で明記される値表現（ＶＲ）は，ＰＳ３．５の中で定義される通り符号化される。 
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１０．３．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプロトコル 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱメッセージの中で伝達される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ

応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ

－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 

１０．３．１．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱ 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱメッセージは，表１０．３－１の中で定義される領域を含む。

各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域が，表１０．

３－１の中で注記されないかぎり，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス定義の中で指定されてい

る通り必要とされる。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス定義の中で指定されていないが，表１

０．３－１の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

注： １．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様はイベントタイプＩＤパラメタのために必要な値を

定義する。 

  ２．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様はイベント情報パラメタのために必要なデータ集合

を定義する。 

表１０．３－１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 それに対してこのイベントが発生したＳＯＰ

インスタンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ通知を識別する。この領域

の値はＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱ

メッセージに対して 0100H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の何れの値もデータ集合がメッセージの中に

含まれることを示す。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 このイベントがそれに対して発生したＳＯＰ

インスタンスのＵＩＤを含む。 
イベントタイプＩＤ (0000,1002) US 1 この領域のための値は応用特有である。 
イベント情報 （タグなし） - - 操作に関連する追加情報を含む応用特有のデ

ータ集合 
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１０．３．１．２ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰメッセージは，表１０．３－２および付属書Ｃの中で定義さ

れる領域を含む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。

領域は，表１０．３－２の中で注記されていないかぎり，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス定

義の中で指定されている通り必要とされる。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス定義の中で指定

されていないが，表１０．３－２の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要と

される。 

注： １．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様はイベントタイプＩＤパラメタのために必要な値を

定義する。 

  ２．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は，各々の定義されたイベントタイプＩＤに関係す

るイベント応答パラメタに必要なデータ集合を定義する。 

表１０．３－２ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 それに対してこのイベントが発生したＳＯＰ

インスタンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳ

Ｐメッセージに対して 8100H に設定される 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－Ｒ

Ｑメッセージの中で使用されるメッセージＩ

Ｄ (0000,0110) 領域の値に設定される。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の如何なる値もデータ集合がメッセージの中

に含まれることを示す。 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 このイベントがそれに対して発生したＳＯＰ

インスタンスのＵＩＤを含む。 
イベントタイプＩＤ (0000,1002) US 1 この領域に対する値は応用特有である。 
イベント情報 （タグなし） - - 操作に関連する追加情報を含む応用特有のデ

ータ集合 
 

１０．３．１．３ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプロトコル手続き 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴレポート手続きは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブ
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を発行する起動側のＤＩＭＳＥサービス利用者によって起動される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ

要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎブロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコ

ルマシンは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に

発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されるＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティ

ブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロト

コルマシンは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者

に発行し，これによって通知手続きを完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，完全なＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱ要求メッセージが，

起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって完全に伝送される前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰを返すことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失

敗または拒絶Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰを受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用

者は，それが完全に送られる前にメッセージを終了することがある（即ち，このメッセージのための

データＰＤＶにおける最後の断片ビットを１に設定する，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それは

もう一つの操作または通知を起動することがある。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＱメッセージ

が完全に送信される前に，最後の断片ビットを１に設定することは，それがその要求への失敗または

拒絶Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰを受信していない場合は，起動側ＤＩＭＳＥサービス利

用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードにおいて動作しているとき，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者には応

答の前にいくつかのメッセージを送信することは可能である。したがって，メッセージを送っている間

に，それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，関連したメッセージ

がすでに送られているので，この応答は初期失敗応答ではない。 

１０．３．２ Ｎ－ＧＥＴプロトコル 

Ｎ－ＧＥＴ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱメ

ッセージの中で伝達される。Ｎ－ＧＥＴ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な

情報は，Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 

１０．３．２．１ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱ 

Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージは，表１０．３－３の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．

５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３－３の中で注記

されていないかぎり，Ｎ－ＧＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｎ－ＧＥＴサー

ビス定義の中で指定されていないが，表１０．３－３の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロト

コルによって必要とされる。 
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表１０．３－３ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
要求ＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
(0000,0003) UI 1 属性値がそれに対して取得されることになっ

ているＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスＵ

ＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージに対して 
0110H に設定される。 

メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在しないことを示す。この領域は 0101H の
値に設定される。 

要求ＳＯＰインスタン

スＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 属性値がそれに対して検索されるることにな

っているＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含

む。 
属性識別子リスト (0000,1005) AT 1-n この領域はＮ－ＧＥＴ操作に適用可能なｎ属

性の各々に対する属性タグを含む。 
 

１０．３．２．２ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージは表１０．３－４および付属書Ｃの中で定義される領域を含む。各領

域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３

－４の中で注記されていないかぎり，Ｎ－ＧＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。

Ｎ－ＧＥＴサービス定義の中に指定されていないが，表１０．３－４の中に存在する領域は，ＤＩＭ

ＳＥ－Ｎブロトコルによって必要とされる。 

注： データ要素のシリーズとして符号化される属性リストの許される内容は，情報オブジェクト定義（ＰＳ

３．３）およびサービスクラス仕様（ＰＳ３．４）の中で定義される。 

表１０．３－４ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 属性値がそれに対して返されるＳＯＰインス

タンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＧＥＴ－ＲＳＰメッセージに対し

て 8110H に設定される。 
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応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＮ－ＧＥＴ－ＲＱメッセージの中で

使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領域

の値に設定される。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の如何なる値もデータ集合がメッセージの中

に含まれることを示す。 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 属性値がそれに対して返信されるＳＯＰイン

スタンスのＵＩＤを含む。 
属性リスト （タグなし） - - この領域はデータ集合として符号化される。

一つのデータ要素が返される各属性値に対し

て符号化される。 
 

１０．３．２．３ Ｎ－ＧＥＴプロトコル手続き 

Ｎ－ＧＥＴ手続きは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によ

って起動される。Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＧＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，Ｎ－Ｇ

ＥＴ指示プリミティブを実行側ＤｌＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されたＮ－ＧＥＴ応答プリミティブを受信すると，Ｄ

ｌＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＧＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージの受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，Ｎ－

ＧＥＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，これによってＮ－ＧＥＴ手続

きを完了する。 

１０．３．３ Ｎ－ＳＥＴプロトコル 

Ｎ－ＳＥＴ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱメ

ッセージの中で伝達される。Ｎ－ＳＥＴ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な

情報は，Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。（訳注：一部削除） 

１０．３．３．１ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱ 

Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱメッセージは，表１０．３－５の中で定義される領域を含む。各領域は，ＰＳ３．

５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３－５の中に注記
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されていないかぎり，Ｎ－ＳＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｎ－ＳＥＴサー

ビス定義の中に指定されていないが，表１０．３－５の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロト

コルによって必要とされる。 

注：データ要素のシリーズとして符号化される変更リストの許される内容は情報オブジェクト定義（ＰＳ３．

３）およびサービスクラス仕様（ＰＳ３．４）の中で定義される。 

表１０．３－５ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
要求ＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
(0000,0003) UI 1 属性値がそれに対して変更されることになっ

ているＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスＵ

ＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＳＥＴ－ＲＱメッセージに対して

は 0120H に設定される。 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在することを示す。それは 0101H (Null) 以外

の何れかの値に設定される 
要求ＳＯＰインスタン

スＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 属性値がそれに対して変更されることになっ

ているＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含む。

属性リスト （タグなし） - - この領域はデータ集合として符号化される。

一つのデータ要素が操作に適用できる各属性

および属性値に対して符号化される。 
 

１０．３．３．２ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰメッセージは，表１０．３－６および付属書Ｃの中に定義される全ての領域を含

む。各領域は，ＰＳ３．５に定義されるＤｌＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，注記さ

れていないかぎり，Ｎ－ＳＥＴサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｎ－ＳＥＴサービ

ス定義の中に指定されていないが，表１０．３－６の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコ

ルによって必要とされる。 

注：データ要素のシリーズとして符号化される属性リストの許される内容は情報オブジェクト定義（ＰＳ３．

３）およびサービスクラス仕様（ＰＳ３．４）の中で定義される。 

表１０．３－６ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
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影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 属性値がそれに対して変更されたＳＯＰイン

スタンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＳＥＴ－ＲＳＰメッセージに対し

て 8120H に設定される。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＮ－ＳＥＴ－ＲＱメッセージの中で

使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 領域

の値に設定される。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の何れかの値はデータ集合がメッセージの中

に含まれることを示す。 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 属性値がそれに対して変更されたＳＯＰイン

スタンスのＵＩＤを含む。 
属性リスト （タグなし） - - この領域はデータ集合として符号化される。

一つのデータ要素が操作に適用可能な各属性

および属性値に対して符号化される。 
 

１０．３．３．３ Ｎ－ＳＥＴプロトコル手続き 

Ｎ－ＳＥＴ手続きは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者によ

って起動される。Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎブロトコル装置は： 

－ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，Ｎ－Ｓ

ＥＴ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されるＮ－ＳＥＴ応答プリミティブを受信すると，Ｄ

ＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤｌＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，Ｎ－

ＳＥＴ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，これによってＮ－ＳＥＴ手続

きを完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，完全なＮ－ＳＥＴ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭＳＥサ

ービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＳＥＴ－ＲＳＰを返す
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ことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰを受信す

ると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前にメッセージを終了することが

ある（即ち，このメッセージに対するデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に設定する，付属書

Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することがある。Ｎ－ＳＥＴ－

ＲＱメッセージが完全に送られる前に，最後の断片ビットを１に設定することは，それがその要求へ

の失敗または拒絶Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰを受信していない場合は，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に

とってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードにおいて動作しているとき，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者には応

答の前にいくつかのメッセージを送信することは可能である。したがって，メッセージを送っている間

に，それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，関連したメッセージ

がすでに送られているので，この応答は初期失敗応答ではない。 

１０．３．４ Ｎ－ＡＣＴｌＯＮプロトコル 

Ｎ－ＡＣＴｌＯＮ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＡＣＴＩ

ＯＮ－ＲＱメッセージの中で伝達される。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミテ

ィブのために必要な情報は，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 

１０．３．４．１ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱメッセージは，表１０．３－７の中で定義される領域を含む。各領域は，Ｐ

Ｓ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３－７の中

で注記されていないかぎり，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス定義の中で指定される通り必要とされる。Ｎ

－ＡＣＴＩＯＮサービス定義の中で指定されていないが，表１０．３－７の中に存在する領域は，Ｄ

ＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

注： １．ＤＩＣＯＭ規格の巻４の中に含まれるサービスクラス仕様は行動タイプＩＤ (0000,1008) パラメタ

のために必要な値を定義する。 

  ２．ＤＩＣＯＭ規格の巻４の中に含まれるサービスクラス仕様は各々の定義された行動タイプＩＤに関

係する行動応答パラメタのために必要なデータ集合を定義する。 

  ３．ＤＩＣＯＭ規格の巻４の中に含まれるサービスクラス仕様は行動応答パラメタの符号化を定義する。 

表１０．３－７ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
要求ＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
(0000,0003) UI 1 行動がそれに対して実行されることになって

いるＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱメッセージに

対して 0130H に設定される 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
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データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の何れの値もデータ集合がメッセージの中に

含まれることを示す 
要求ＳＯＰインスタン

スＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 行動がそれに対して実行されることになって

いるＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含む。 
動作タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この領域の値は実装特有である。 
動作情報 （タグなし） - - 操作に関連する追加情報を含む応用特有のデ

ータ集合。 
 

１０．３．４．２ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰメッセージは，表１０．３－８および付属書Ｃの中に定義される領域を含

む。各領域は，ＰＳ３．５の中に定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表

１０．３－８の中に注記されていないかぎり，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス定義の中で定義される通り

必要とされる。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス定義の中には指定されていないが，表１０．３－８の中に

存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

注： １．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は行動タイプＩＤ (0000,1008) パラメタのために必

要な値を定義する。 

  ２．ＰＳ３．４の中に含まれるサービスクラス仕様は行動情報パラメタのために必要なデータ集合を定

義する。 

表１０．３－８ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 行動がそれに対して実行されたＳＯＰインス

タンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰメッセージ

には 8130H に設定される 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＮ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱメッセージ

の中で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 
領域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の何れの値もデータ集合がメッセージの中に

含まれることを示す。 

2002/09/17 74



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 行動がそれに対して実行されたＳＯＰインス

タンスのＵＩＤを含む。 
動作タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この領域の値は実装特有である。 
動作情報 （タグなし） - - 操作に関連する追加情報を含む応用特有のデ

ータ集合。 
 

１０．３．４．３ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプロトコル手続き 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ手続きは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者によって起動される。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプ

ロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されるＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブを受信する

と，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，これによってＮ－

ＡＣＴＩＯＮ手続きを完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，全体のＮ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭ

ＳＥサービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＡＣＴＩＯＮ－

ＲＳＰを返すことがある（これは初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ

－ＲＳＰを受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前にメッセージ

を終了することがある（即ち，このメッセージに対するデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１に

設定する，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することがあ

る。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱメッセージが完全に送られる前に，最後の断片ビットを１に設定するこ

とは，それがその要求への失敗または拒絶Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳＰを受信していない場合は，起動

側ＤＩＭＳＥサービス利用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードにおいて動作しているとき，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者には応

答の前にいくつかのメッセージを送信することは可能である。したがって，メッセージを送っている間

に，それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，関連したメッセージ

がすでに送られているので，この応答は初期失敗応答でない。 
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１０．３．５ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥプロトコル 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＣＲＥＡ

ＴＥ－ＲＱメッセージの中で伝達される。Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミテ

ィブのために必要な情報は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰメッセージの中で伝達される。 

１０．３．５．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱメッセージは，表１０．３－９の中で定義される領域を含む。各領域は，Ｐ

Ｓ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３－９の中

で注記されていないかぎり，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス定義の中で指定されている通り必要とされる。

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス定義の中で指定されていないが，表１０．３－９の中に存在する領域は，

ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

注： データ要素のシリーズとして符号化される属性リストの許される内容は，情報オブジェクト定義（ＰＳ

３．３）およびサービスクラス仕様（ＰＳ３．４）の中で定義される。 

表１０．３－９ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 生成されることになっているＳＯＰインスタ

ンスのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱメッセージに

対しては 0140H に設定される 
メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の何れかの値はデータ集合がメッセージの中

に含まれることを示す。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 生成されることになっているＳＯＰインスタ

ンスのＵＩＤを含む。 
属性リスト （タグなし） - - この領域はデータ集合として符号化される。

一つのデータ要素が操作に適用可能な各属性

および属性値に対して符号化される。 
 

１０．３．５．２ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＥＰメッセージは，表１０．３－１０および付属書Ｃに定義される領域を含む。

各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．

３－１０の中で注記されていないかぎり，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス定義の中で指定される通り必要
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とされる。Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス定義の中に指定されていないが，表１０．３－１０の中に存在

する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

注： データ要素のシリーズとして符号化される属性リストの許される内容は，情報オブジェクト定義（ＰＳ

３．３）およびサービスクラス仕様（ＰＳ３．４）の中で定義される。 

表１０．３－１０ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＥＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 生成されたＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰメッセージ

については 8140H に設定される 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連するＮ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱメッセージ

の中で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 
領域の値に設定される。 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はメッセージの中にデータ集合が存

在するかを示す。この領域はデータ集合が存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

の如何なる値もデータ集合がメッセージの中

に含まれることを示す 
状態 (0000,0900) US 1 この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 生成されたＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含

む。 
属性リスト （タグなし） - - この領域はデータ集合として符号化される。

一つのデータ要素が操作に適用可能な各属性

および属性値に対して符号化される。 
 

１０．３．５．３ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥプロトコル手続き 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ手続きは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者によって起動される。Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプ

ロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されるＮ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブを受信する
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と，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，これによってＮ－

ＣＲＥＡＴＥ手続きを完了する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，完全なＮ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱ要求メッセージが起動側ＤＩＭ

ＳＥサービス利用者によって完全に送られる前に，失敗または拒絶の状態をもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ－

ＲＳＰを返すことがある（これは，初期失敗応答と呼ばれる）。この失敗または拒絶Ｎ－ＣＲＥＡＴ

Ｅ－ＲＳＰを受信すると，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者は，それが完全に送られる前にメッセー

ジを終了することがある（即ち，このメッセージに対するデータＰＤＶの中で最後の断片ビットを１

に設定する，付属書Ｆを参照）。これに続いて，それはもう一つの操作または通知を起動することが

ある。Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＱメッセージが完全に送られてしまう前に，最後の断片ビットを１に設

定することは，それがその要求への失敗または拒絶Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ－ＲＳＰを受信していない場合

は，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者にとってプロトコル違反である。 

注： アソシエーションが非同期モードの中で操作しているとき，起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者には応答

の前にいくつかのメッセージを送信することは，可能である。したがって，メッセージを送っている間

は，それは以前に送られたメッセージへの応答を受信することがある。この場合，関連したメッセージ

がすでに送られているので，この応答は初期失敗応答でない。 

１０．３．６ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥプロトコル 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求および指示ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミティブのために必要な情報は，Ｎ－ＤＥＬＥ

ＴＥ－ＲＱメッセージの中で伝達される。Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ応答および確認ＤＩＭＳＥ－Ｎプリミテ

ィブのために必要な情報は，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰメッセ―ジの中で伝達される。 

１０．３．６．１ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱメッセージは，表１０．３－１１の中で定義された領域を含む。各領域は，

ＰＳ３．５の中で定義されるＤＩＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，表１０．３－１１

の中で注記されていないかぎり，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス定義の中で指定されている通り必要とさ

れる。Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス定義の中で指定されていないが，表１０．３－１１の中に存在する

領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎブロトコルによって必要とされる。 

表１０．３－１１ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
要求ＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
(0000,0003) UI 1 削除することになっているＳＯＰインスタン

スのＳＯＰクラスＵＩＤ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱメッセージに

対して 0150H に設定される 
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メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在しないことを示す。それは 0101H の値に

設定される。 
要求ＳＯＰインスタン

スＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 削除することになっているＳＯＰインスタン

スのＵＩＤを含む。 
 

１０．３．６．２ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰメッセージは，表１０．３－１２および付属書Ｃの中で定義される領域を

含む。各領域は，ＰＳ３．５の中で定義されるＤｌＣＯＭ符号化および値表現に適合する。領域は，

表１０．３－１２の中で注記されていないかぎり，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス定義の中で指定される

通り必要とされる。Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス定義の中では指定されていないが，表１０．３－１２

の中に存在する領域は，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルによって必要とされる。 

表１０．３－１２ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰメッセージ領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ  (0000,0000) ＵＬ １ 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
 (0000,0002) ＵＩ １ 削除されたＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
コマンド領域  (0000,0100) ＵＳ １ この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ－Ｎ操作を識別する。この領域

の値はＮ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰメッセージ

に対して 8150H に設定される 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
 (0000,0120) ＵＳ １ 関連するＮ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱメッセージ

の中で使用されるメッセージＩＤ (0000,0110) 
領域の値に設定される。 

データ集合タイプ  (0000,0800) ＵＳ １ この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在しないことを示す。それは 0101H の値に

設定される。 
状態  (0000,0900) ＵＳ １ この領域の値は状態タイプに依存する。付属

書Ｃはサービス定義の中で定義される状態タ

イプの符号化を定義する。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
 (0000,1000) ＵＩ １ 削除されたＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含

む。 
 

１０．３．６．３ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥプロトコル手続き 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ手続きは，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブを発行する起動側ＤＩＭＳＥサービ

ス利用者によって起動される。Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプ

ロトコルマシンは： 
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－ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＱを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ指示プリミティブを実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行する。 

実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者によって発行されるＮ－ＤＥＬＥＴＥ応答プリミティブを受信する

と，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは： 

－ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを構築する 

－ Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用してメッセージを送る（節８．１を参照） 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ－ＲＳＰを伝達するメッセージを受信すると，ＤＩＭＳＥ－Ｎプロトコルマシンは，

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ確認プリミティブを起動側ＤＩＭＳＥサービス利用者に発行し，これによってＮ－

ＤＥＬＥＴＥ手続きを完了する。 
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付属書Ａ（規格） 応用コンテキスト使用法 

Ａ．１ 応用コンテキスト定義 

応用コンテキストは，アソシエーション上で応用エンティティの相互作業のために必要な応用サービ

ス要素，関連オプション，およびその他の情報の集合を明示的に定義する；特に，それは応用層によ

って使用されるＤＩＭＳＥプロトコルを明記する。 

二つの応用エンティティは，応用コンテキスト上で同意することによってアソシエーションを確立す

る。アソシエーションの要求側は，応用コンテキスト名を提案する，そして受諾側は同一のまたは異

なる応用コンテキスト名の何れかを返す。返された名前が，このアソシエーションのために使用され

ることになる応用コンテキストを指定する。受諾側による代替の応用コンテキストの提案が，限定さ

れた折衝のための機構を提供する。要求側が，受諾側の応用コンテキストの中で操作できない場合は，

それはＡ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを発行する。このような折衝は，将来におけるＤＩＣＯＭメ

ッセージ交換プロトコルの新しい版の導入を容易にする。 

Ａ．２ ＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名の符号化および登録 

応用コンテキスト名構造は，ＩＳＯ ８８２４によって定義されるＯＳＩオブジェクト識別（数字形

式）に準拠する。特定の規則は，ＰＳ３．５の中で定義される。応用コンテキスト名は，世界的に唯

一であることを保証するためにＩＳＯ ９８３４－３によって定義される登録値である。応用コンテ

キスト名は，ＰＳ３．８の中で定義される通り符号化される。 

Ａ．２．１ ＤＩＣＯＭ登録応用コンテキスト名 

ＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名の定義と登録について責任のある組織は，ＡＣＲ－ＮＥＭＡである。

ＡＣＲ－ＮＥＭＡは，全てのＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名について唯一であることを保証する。Ｄ

ＩＭＳＥの特定の版に関係するＤＩＣＯＭ登録応用コンテキスト名の選択は，関連する折衝規則と同

様に，この付属書の中で定義される。 

単一のＤＩＣＯＭ応用コンテキスト名が，この規格のこの版のために定義される。この名前は

“1.2.840.10008.3.1.1.1”である。 

Ａ．２．２ 私的定義応用コンテキスト名 

私的定義応用コンテキスト名が，同様に使用されることがあるが，しかしこれらはＡＣＲ－ＮＥＭＡ

によって登録されない。私的応用コンテキスト名を定義する組織は，ＯＳＩオブジェクト識別子に対

して定義されるそれらの適切な登録を得ることに責任がある。国際標準化機構に多くの国（例えば，

英国，フランス，ドイツ，日本，米国等）を代表する国内標準化組織が，ＩＳＯ ９８３４－３によ

って定義される登録事務局として機能する。 

注： 例えば，米国の中では，ＡＮＳＩが何れの依頼組織にも組織識別子を割り当てる。この識別子は，４つ

の数字要素のシリーズで構成される；1（ＩＳＯを識別する），2（ＩＳＯ加盟機関を識別する），840
（米国を代表するＩＳＯ加盟機関であるＡＮＳＩを識別する），および xxxxxx（特定の組織を識別し，

ＡＮＳＩによって発行される）。このような識別子は，一つ以上の数字要素で構成される接尾辞を加え

ることがあるルートとして，識別された組織によって使用されることがある。識別された組織は，唯一

であることを確実にするために，これらの接尾辞を適切に登録する責任を受諾する。 

私的定義応用コンテキスト名はＰＳ３．８の中で定義される通り符号化される。組織識別子
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“1.2.840.10008”は，ＤＩＣＯＭのために予約されている，そして私的定義応用コンテキスト名に対

しては使用されない。 

Ａ．３ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのためのアソシエーション初期化 

アソシエーションの確立は，二つのＤＩＣＯＭ ＡＥを必要としている，その一つはアソシエーショ

ン要求側であり，そして他の一つはアソシエーション受諾側である。 

ＤＩＣＯＭ ＡＥは，ＰＳ３．８の中で定義されたＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求サービスを使用する

ことによってアソシエーション確立を開始する。それは，付属書Ｄによって定義される応用アソシエ

ーション情報を提供する。 

Ａ．４ ＤＩＣＯＭ応用エンティティのための操作／通知 

操作および通知は，アソシエーション上でのみ使用される。これらは，ＰＳ３．８の中で定義される

Ｐ－ＤＡＴＡ要求サービスを使用することによって交換されるメッセージに帰着する。 

アソシエーション上に起動される全ての操作と通知は，確認型である。実行側ＤＩＣＯＭ ＡＥは，

操作または通知が起動された手段によって，同一のアソシエーション上で，各々の操作または通知の

応答を報告する。回復は，複数のアソシエーションを使用しては実行されない。 

アソシエーション上で，操作および通知は，次の二つのモードの一つを使用する： 

－ 同期，この場合，確立されたアソシエーション上で，起動側ＤＩＣＯＭ ＡＥは，もう一つの

操作または通知を起動する前に，実行側ＤＩＣＯＭ ＡＥからの応答を必要とする； 

－ 非同期，この場合，確立されたアソシエーション上で，起動側ＤＩＣＯＭ ＡＥは，応答を待

つことなく，実行側ＤＩＣＯＭ ＡＥへさらに操作または通知を起動することを続けることが

ある。 

注：同期／非同期モードは一つの応用エンティティの範囲内で定義される，そして，二つの応用エンティティ

間のアソシエーションの範囲内で定義されない。アソシエーション上の通信モードは，アソシエーショ

ン折衝の間に同意した場合，双方向のことがある（即ち，操作および通知の両方が同時にサポートされ

る，など）。下記は同期モードの例である，ＤＩＣＯＭ ＡＥ ＡはＤＩＣＯＭ ＡＥ Ｂに操作要求を送

ることがある，そしてＤＩＣＯＭ ＡＥ ＢはＤＩＣＯＭ ＡＥ Ａに通知要求を，ＡＥ Ａからの操作要求

に応答する前に送ることがある。各ＡＥがただ一つの未解決の操作あるいは通知を持つので，これは同

期モードと考えられる。 

選択されたモード（同期または非同期）は，アソシエーション確立時に決定される。同期モードが省

略時モードとして働き，全てのＤＩＣＯＭ ＡＥによってサポートされる。非同期モードはオプショ

ンである，そして未解決の操作または通知の最大数が，アソシエーション確立の間に折衝される。こ

の折衝は，付属書Ｄの中で定義される非同期操作ウィンドウ副項目構造によって遂行される。 

Ａ．５ ＤＩＣＯＭ ＡＥに対するアソシエーション解放 

ＤＩＣＯＭ ＡＥアソシエーション要求側のみが，アソシエーションの順序正しい解放を起動するこ

とがある。これは，ＰＳ３．８の中で定義されるＡ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスを使用することによっ

て遂行される。 

ＤＩＣＯＭ ＡＥアソシエーション要求側は，起動された全ての操作が確認されるまでは，アソシエ

ーションを解放しない。 
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Ａ．６ ＤＩＣＯＭ ＡＥに対するアソシエーション中断 

どちらのＤＩＣＯＭ ＡＥも，アソシエーションの突然の終了を起動することがある。これは，ＰＳ

３．８の中で定義されるＡ－ＡＢＯＲＴサービスを使用することによって遂行される。 

Ａ－ＡＢＯＲＴサービスプリミティブを受信または発行すると，ＤＩＣＯＭ ＡＥアソシエーション

要求側およびＤＩＣＯＭ ＡＥアソシエーション受諾側は，未解決である何れの操作も見捨てる。 

注 ＰＳ３．８における上位層サービスの中で定義されるアソシエーションサービスおよびプレゼンテーシ

ョンサービスは，ＡＣＳＥおよびＯＳＩプレゼンテーション層によって提供されるサービスに完全に適

合したサブセットである。 
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付属書Ｂ（情報） 応用コンテキスト名ＵＩＤの索引 

頁 

1.2.840.10008.3.1.1.1 81 
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付属書Ｃ（規格） 状態タイプ符号化 

次の節は，ＤＩＭＳＥサービスによってサポートされる状態タイプのための符号化を定義する。各状

態タイプに対する意味（即ち，属性リストエラー，など）は，ＤＩＭＳＥサービスの中で定義される。

各状態タイプは，状態クラスの中で分類される。 

注： 状態 (0000,0900) コマンド要素は全ての状態タイプに対して必要である。 

Ｃ．１ 成功状態クラス 

この状態クラスの中で状態は操作／通知が成功して完了したことを伝達する。 

Ｃ．１．１ 成功 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0000H 
に設定される。 

 

Ｃ．２ 未決定状態クラス 

この状態クラスの中で状態は操作／通知が継続している，そして追加の状態が予期されることを伝達

する。 

Ｃ．２．１ 未決定 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される 

 

Ｃ．３ 取消し状態クラス 

この状態クラスの中で状態は操作／通知が取り消されたことを伝達する。 

Ｃ．３．１ 取消し 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は FE00H 
に設定される。 

 

Ｃ．４ 警告状態クラス 

この状態クラスの中で状態は操作／通知が完了したが，しかしエラーが検出されたことを伝達する。

これらの状態の意味および挙動はＰＳ３．４の中で定義される。 
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Ｃ．４．１ 警告 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラス特有である，そしてＰＳ３．４の中

で定義される 

違反要素 (0000,0901) AT 1-n この任意選択領域はエラーがその中で検出さ

れた要素のリストを含む。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有のテキスト記述を含む。 

 

Ｃ．４．２ 属性リストエラー 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域は属性がそれに対して認識

されなかったＳＯＰクラスＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0107H 
に設定される。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域は属性がそれに対して認識

されなかったＳＯＰインスタンスのＵＩＤを

含む。 

属性識別子リスト (0000,1005) AT 1-n この任意選択領域は認識されなかった各属性

に対する属性タグを含む。 

 

Ｃ．４．３ 範囲外の属性値 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0116H 
に設定される。 

変更リスト／属性リス

ト 
（タグなし） - - Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱの修正リストまたはＮ－Ｃ

ＲＥＡＴＥ－ＲＱの属性リストの中で伝達さ

れた無効属性値を単に符号化するために任意

選択で応用特定のデータ集合を含む。 

 

Ｃ．５ 失敗状態クラス 

この状態クラスの中で状態は操作／通知が失敗した，そして遂行されなかったことを伝達する。 
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Ｃ．５．１ エラー：理解できない 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される。 

違反要素 (0000,0901) AT 1-n この任意選択領域はエラーがその中で検出さ

れた要素のリストを含む。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

 

Ｃ．５．２ エラー：データ集合がＳＯＰクラスと一致しない 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される。 

違反要素 (0000,0901) AT 1-n この任意選択領域はエラーがその中で検出さ

れた要素のリストを含む。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

 

Ｃ．５．３ 失敗した 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される。 

違反要素 (0000,0901) AT 1-n この任意選択領域はエラーがその中で検出さ

れた要素のリストを含む。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

 

Ｃ．５．４ 拒絶された：ＭＯＶＥ宛先が未知 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 
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Ｃ．５．５ 拒絶された：資源不足 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値はサービ

スクラスに特有である，そしてＰＳ３．４の

中で定義される。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

 

Ｃ．５．６ 拒絶された：ＳＯＰクラスがサポートされていない 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0122H 
に設定される。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

 

Ｃ．５．７ クラス－インスタンス矛盾 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

要求されたＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0003) UI 1 この任意選択領域はＳＯＰインスタンスが構

成員ではなかったＳＯＰクラスＵＩＤを含

む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0119H 
に設定される。 

要求されたＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 この任意選択領域は指定されたＳＯＰクラス

が構成員でなかったＳＯＰインスタンスを含

む。 

 

Ｃ．５．８ 重複したＳＯＰインスタンス 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0111H 
に設定される。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域は他のＳＯＰインスタンス

に既に割り当てられていたＳＯＰインスタン

スＵＩＤを含む。 

 

2002/09/17 88



PS 3.7-2001 翻訳原稿 

Ｃ．５．９ 重複した起動 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0210H 
に設定される。 

 

Ｃ．５．１０ 無効な引き数値 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0115H 
に設定される。 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域は引き数値がエラーである

ＳＯＰクラスＵＩＤを含む。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域は引き数値がエラーである

ＳＯＰインスタンスのＵＩＤを含む。 

イベントタイプＩＤ (0000,1002) US 1 この任意選択領域は認識されなかったイベン

トタイプのＵＩＤを含む。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－

ＲＳＰの中でのみ許される。 

イベント情報 （タグ無し） - - 要求のイベント情報の中で伝達された無効な

引き数値のみを符号化するために応用特有の

データ集合を任意選択で含む。Ｎ－ＥＶＥＮ

Ｔ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰの中でのみ許され

る。 

行動タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この任意選択領域は認識されなかった行動タ

イプのＩＤを含む。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＳ

Ｐの中でのみ許される。 

行動情報 （タグ無し） - - Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ－ＲＱの中で伝達される無

効な引き数値のみを符号化するために応用特

有のデータ集合を任意選択で含む。Ｎ－ＡＣ

ＴＩＯＮ－ＲＳＰの中でのみ許される 

 

Ｃ．５．１１ 無効な属性値 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0106H 
に設定される。 

変更リスト／属性リス

ト 
（タグ無し） - - Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱの変更リストまたはＮ－Ｃ

ＲＥＡＴＥ－ＲＱの属性リストの中で伝達さ

れる無効な属性値のみを符号化するために応

用特有のデータ集合を任意選択で含む。 
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Ｃ．５．１２ 無効なオブジェクトインスタンス 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0117H 
に設定される。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域はＵＩＤ構文規則に違反し

たＳＯＰインスタンスＵＩＤを含む 

 

Ｃ．５．１３ 行方不明の属性 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0120H 
に設定される。 

属性識別子リスト (0000,1005) AT 1-n この任意選択領域は認識されなかった各属性

に対して属性タグを含む。 

 

Ｃ．５．１４ 行方不明の属性値 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0121H 
に設定される。 

変更リスト／属性リス

ト 
(タグ無し) - - Ｎ－ＳＥＴ－ＲＱの変更リストまたはＮ－Ｃ

ＲＥＡＴＥ－ＲＱの属性リストの中で伝達さ

れる行方不明の属性値のみを符号化するため

に応用特有のデータ集合を任意選択で含む。

 

Ｃ．５．１５ 誤入力の引き数 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0212H 
に設定される。 

 

Ｃ．５．１６ そのような引き数は無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域は引き数値が存在しないＳ

ＯＰクラスＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0114H 
に設定される。 
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イベントタイプＩＤ (0000,1002) US 1 この任意選択領域は引き数値がそれに対して

存在しないイベントタイプのＩＤを含む。Ｎ

－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ－ＲＳＰの中で

のみ許される 

行動タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この任意選択領域は引き数値がそれに対して

存在しない行動タイプのＩＤを含む。Ｎ－Ａ

ＣＴＩＯＮ－ＲＳＰの中でのみ許される 

 

Ｃ．５．１７ そのような属性は無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0105H 
に設定される。 

属性識別子リスト (0000,1005) AT 1-n この任意選択領域は認識されなかった各属性

に対する属性タグを含む。 

 

Ｃ．５．１８ そのようなイベントタイプは無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI １ この任意選択領域はイベントタイプが存在し

ないＳＯＰクラスＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US １ 操作の確認状態。この必要領域の値は 0113H 
に設定される。 

イベントタイプＩＤ (0000,1002) US １ この任意選択領域は存在しないイベントタイ

プのＩＤを含む。 

 

Ｃ．５．１９ そのようなオブジェクトインスタンスは無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0112H 
に設定される。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域は存在しなかったＳＯＰイ

ンスタンスＵＩＤを含む。 

 

Ｃ．５．２０ そのようなＳＯＰクラスは無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域は存在しないＳＯＰクラス

ＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0118H 
に設定される。 
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Ｃ．５．２１ 処理失敗 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域は処理失敗が発生したＳＯ

ＰクラスＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0110H 
に設定される。 

エラーコメント (0000,0902) LO 1 この任意選択領域は検出されたエラーの応用

特有テキスト記述を含む。 

エラーＩＤ (0000,0903) US 1 この任意選択領域は応用特有エラーコードを

含む。 

影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 この任意選択領域は処理失敗が発生したＳＯ

ＰインスタンスのＵＩＤを含む。 

 

Ｃ．５．２２ 資源の制約 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0213H 
に設定される。 

 

Ｃ．５．２３ 認識されない操作 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0211H 
に設定される。 

 

Ｃ．５．２１ そのような行動タイプは無い 

状態領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の記述 

影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 この任意選択領域はそれに対して行動タイプ

が存在しないＳＯＰクラスＵＩＤを含む。 

状態 (0000,0900) US 1 操作の確認状態。この必要領域の値は 0123H 
に設定される。 

行動タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この任意選択領域は存在しない行動タイプの

ＩＤを含む。 
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付属書Ｄ（規格） アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信のあらゆるインスタンスの最初の段階

である。ＡＥは，データが符号化されるであろう方法および交換されることになっているデータのタ

イプを折衝するためにアソシエーションの確立を使用する。この付属書は，折衝機構の概要に加えて，

各概念，その目的，関係，使用法原理および仕様の議論を提供する。 

Ｄ．１ 抽象構文 

抽象構文は，それらを表現するために使用される符号化技術から独立している応用層データ要素およ

び応用層プロトコル制御情報を（関連する意味と共に）明記する。 

各抽象構文は，ＵＩＤの形式における抽象構文名によって識別される。ＤＩＣＯＭ ＡＥは，特定ア

ソシエーション上でサポートされるＳＯＰクラスおよび関係オプションを識別しそして折衝するため

に，抽象構文名を使用する。抽象構文名は，ＰＳ３．４の中で明記されるサービスクラス定義の中で

定義される。定義される各抽象構文名は，次の何れかの値を持つ 

－ サービスオブジェクト対クラスＵＩＤ 

－ メタサービスオブジェクト対グループＵＩＤ 

Ｄ．１．１ サービスオブジェクト対クラスＵＩＤ 

各サービスクラス定義は，同位のＤＩＣＯＭ応用エンティティの間で応用レベルのサービスを提供す

るために実行されることがあるはっきりと定義された操作そして／または通知を明記する一つ以上の

機能的に関連したサービスオブジェクト対（ＳＯＰ）クラス定義を定義する。ＳＯＰクラスＵＩＤに

よって識別される各ＳＯＰクラスは，一つの情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）およびＤＩＭＳＥサー

ビスグループ（ＤＳＧ）と呼ばれる一つ以上のＤＩＭＳＥサービスの特定集合の組み合わせによって

定義される，その中で 

－ ＩＯＤは，データ構造を定義する 

－ ＤＳＧは，このデータ構造上で実行されることができる操作および／または通知を定義する。 

単一のサービスクラス定義によって定義される二つのＳＯＰクラスは，ＩＯＤ，ＤＳＧまたは両方に

よって異なることがある。二つの異なるＩＯＤが，しかしながら，同一ＳＯＰクラスの部分であるこ

とはない。図Ｄ．１－１は，サービスクラス，ＩＯＤ，ＤＳＧ，およびＳＯＰクラス間の関係を示す。 

注： １．サービスクラスの二つの例は，保存および検査管理サービスクラスである。保存サービスクラスは

ＣＴ，ＭＲなどのような画像情報オブジェクト定義に関係する，そして検査管理サービスクラスは検査

情報オブジェクト定義に関係する。 

 ２．ＯＳＩ用語に親しい読者にとって，管理オブジェクトクラスの概念は，ＤＩＣＯＭサービス－オブ

ジェクト対クラスに等価である。ＳＯＰクラスは，データ（情報オブジェクト定義の中で定義される属

性）およびメソッド（サービスクラスの中で定義される操作および通知（ＤＳＧ））の両方を明記する。 

特定ＳＯＰクラスＵＩＤ値に抽象構文名を設定することによって，ＤＩＣＯＭ応用エンティティは，

各定義ＳＯＰクラスに対してサービスクラス操作および／または通知を個別に折衝することがある。 
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図Ｄ．１－１ サービスクラス，ＩＯＤ，ＤＳＧ，およびＳＯＰクラスの関係 

Ｄ．１．２ メタサービス－オブジェクト対グループＵＩＤ 

各サービスクラス定義は，各々がメタＳＯＰクラスＵＩＤによって識別される一つ以上のメタサービ

スオブジェクト対クラスをオプションで定義することがある。各メタＳＯＰクラスは，サービスクラ

スの中で定義されるＳＯＰクラスの集合の連合を表現する。 

特定メタＳＯＰクラスＵＩＤ値に抽象構文名を設定することによって，ＤＩＣＯＭ応用エンティティ

は，単一の抽象構文を使用して定義ＳＯＰクラスの集合のためのサービスクラス操作および／または

通知を折衝することがある。図Ｄ．１－２はこれを示す。 
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図Ｄ．１－２ ＳＯＰクラスＵＩＤおよびメタＳＯＰクラスＵＩＤおよび抽象構文名 

Ｄ．２ 転送構文 

転送構文は，一つ以上の抽象構文をあいまいでなく表現するために使用される符号化規則の集合を定

義する。それは，通信しているＤＩＣＯＭ ＡＥに彼らがサポートすることが可能な符号化技術（バ

イト順，圧縮など）を折衝することを可能にする。 

Ｄ．３ アソシエーション確立 

アソシエーション確立は，交換されるデータのタイプおよびデータが符号化されるであろう方法を折

衝するために使用される。ＤＩＣＯＭ ＡＥは，ＰＳ３．８によって定義されるＡＣＳＥ Ａ－ＡＳＳ

ＯＣＩＡＴＥサービスを使用することによってアソシエーションを確立する。Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴ

Ｅサービスの中で伝達される三つの主要パラメタは，応用コンテキスト，プレゼンテーションコンテ

キスト，および利用者情報項目である。次の節は，これらの折衝パラメタを議論する。 

注： Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスはアソシエーション確立時に一度だけ実行される。この節の中で示さ

れる例は，説明目的のみのために折衝パラメタを分離している。読者は，一つのＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴ

Ｅ要求のみが各アソシエーションのために提案される，そしてそれは折衝パラメタの全てを含むことを

忘れないようにする。 

Ｄ．３．１ 応用コンテキスト 

応用コンテキストは，応用サービス要素，関連オプション，およびアソシエーション上でＤＩＣＯＭ 
ＡＥの相互作業のために必要なその他の情報の集合を定義する。 
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応用コンテキストは，折衝の最上位，従って，非常に上位の定義を提供する。一つの応用コンテキス

トのみが，アソシエーション毎に提案される。ＤＩＣＯＭは，（この規格および多分その後の版のた

めに使用可能な）ＤＩＣＯＭ応用コンテキストを定義する単一の応用コンテキスト名を明記する。 

注： 完全な仕様はこの巻の付属書Ａを参照。 

Ｄ．３．２ プレゼンテーションコンテキスト折衝 

プレゼンテーションコンテキストは，アソシエーション上のデータのプレゼンテーションを定義する。

それは，折衝の下位を提供する，そして一つ以上のプレゼンテーションコンテキストが，アソシエー

ション毎に提案されそして受諾されることが可能である。 

プレゼンテーションコンテキストは，プレゼンテーションコンテキストＩＤ，抽象構文名，および一

つ以上の転送構文名のリストの三構成要素から構成される。 

一つの抽象構文のみが，プレゼンテーションコンテキスト毎に提案される。しかしながら，複数の転

送構文が，プレゼンテーションコンテキスト毎に提案されることがあるが，しかし一つのみが受諾さ

れる。 

各ＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスに対して，プレゼンテーションコンテキストは，このプレゼ

ンテーションコンテキストが関連する抽象構文および適切な転送構文をサポートすることを折衝され

なければならない。プレゼンテーションコンテキストは，特定のアソシエーションの範囲内ではプレ

ゼンテーションコンテキストＩＤによって識別されるであろう。 
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プレゼンテーシ

ョンコンテキス

トＩＤ (1) 
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拒絶 
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アンのための転

送構文名 
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基本プリントメ
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の抽象構文名 
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送構文名 
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分離検査管理Ｓ

ＯＰのための抽

象構文名 

リトルエンディ

アンのための転

送構文名 

プレゼンテーシ

ョンコンテキス

トＩＤ (9) 

問合せＳＯＰの

ための抽象構文

名 

リトルエンディ
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送構文名 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ”

 

図Ｄ．３－１ プレゼンテーションコンテキスト折衝 

図Ｄ．３－１は，次のような主要点をもつプレゼンテーションコンテキスト折衝の実例を提供する： 

ａ． アソシエーション要求側は，アソシエーション毎に複数のプレゼンテーションコンテキスト

を提案することがある。 

ｂ． 各プレゼンテーションコンテキストは，（ＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスに関係す
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る）一つの抽象構文および一つ以上の転送構文をサポートする。 

ｃ． アソシエーション受諾側は，個々に各プレゼンテーションコンテキストを受諾する，または

拒否することがある。 

ｄ． アソシエーション受諾側は，受諾した各プレゼンテーションコンテキストのために適切な転

送構文を選択する。 

Ｄ．３．３ ＤＩＣＯＭ応用アソシエーション情報 

同位ＤＩＣＯＭ ＡＥは，アソシエーション確立時に，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求のＡＣＳＥ利用

者情報項目を使用することによってＤＩＭＳＥプロトコルに関係する多くの特徴を折衝する。この節

はこれらの特徴を議論する。 

アソシエーションが，同位ＤＩＭＳＥサービス利用者間で確立される時は，カーネル機能ユニットが

仮定される；従って，カーネル機能ユニットは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ利用者情報項目の中に含ま

れない。 

Ｄ．３．３．１ 最大長応用ＰＤＵ通知 

最大長通知は，通信中のＡＥが，各Ｐ－ＤＡＴＡ指示に対するデータのサイズを制限することを可能

にする。各ＤＩＣＯＭ ＡＥは，このアソシエーション上で受信することができる最大ＰＤＵサイズ

を定義する。従って，異なる最大長が，アソシエーション上でデータの流れのそれぞれの方向に対し

て明記されることができる。この通知は必要とされる。図Ｄ．３－２は最大長通知を説明する。 

注： 詳細な仕様については+ＰＳ３．８を参照のこと。 

 

最大長 

副項目 

（51H） 

受信する最大

ＰＤＵ長 

（4096） 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ）

最大長 

副項目 

（51H） 

受信する最大

ＰＤＵ長 

（16384） 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

 

図Ｄ．３－２ 最大長ＰＤＵ折衝 

Ｄ．３．３．２ 実装識別通知 

実装識別通知は，通信しているＡＥの実装が，アソシエーション確立時に互いを識別することを可能

にする。それは，二つのノード間で発生する通信障害のイベントにおいて，それぞれの（各ネットワ
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ークノードは他方の実装識別を知っている）そして曖昧でない識別を提供することを意図している。

この折衝は必要とされる。 

実装識別は，二個の情報に依存する： 

－ 実装クラスＵＩＤ（必要） 

－ 実装版名（任意選択） 

実装クラスＵＩＤは，実装の特定クラスを唯一の方法で識別する。この規格への適合性を主張する各

ノードは，その実装環境を他から区別するために実装クラスＵＩＤを割り当てられる。そのような実

装クラスＵＩＤは，ＰＳ３．５の中で定義する方針に従い実装する組織によって登録される。この規

格は，そのようなＵＩＤを割り当てることに関係する方針を明記しない。 

同じ型または製品ラインの（しかし異なるシリアル番号を持つ）異なる装置が，同じ実装環境（即ち，

ソフトウェア）を共有している場合は，同じ実装クラスＵＩＤを使用する。 

アソシエーション要求側および受諾側による彼らのそれぞれの実装クラスＵＩＤの通知が，この規格

に適合している全ての実装に対して必要とされる。図Ｄ．３－３は，実装クラスＵＩＤ通知を説明す

る。 

 

実装ＵＩＤ 

副項目 

（52H） 

ＤＩＣＯＭ Ａ

Ｅ “A”のための

実装ＵＩＤ 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ）

実装ＵＩＤ 

副項目 

（52H） 

ＤＩＣＯＭ Ａ

Ｅ “B”のための

実装ＵＩＤ 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

 

図Ｄ．３－３ 実装クラスＵＩＤ通知 

実装クラスＵＩＤに加えて，オプションが最大１６文字の実装版名を伝達するために提供される。図

Ｄ．３－４は実装版名通知を説明する。この規格は，そのような実装版名に関連する構造および方針

は明記しない。実装版名の不在は，二つのノードによる同一実装クラスＵＩＤの使用はこれらが実装

の同一の版を使用することを保証することを，必要とする。 

注： ＵＩＤは解析されない（それらの構造は，唯一であること以上の重要な意味を伝達することは意図され

ていない）ので，この任意選択実装版名が同じ実装（同じ実装クラスＵＩＤ）の二つの版を識別するた

めに充分な機構を提供する。 
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実装版名 

副項目 

（55H） 

ＤＩＣＯＭ Ａ

Ｅ “A”のための

実装版名 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ）

実装版名 

副項目 

（55H） 

ＤＩＣＯＭ Ａ

Ｅ “A”のための

実装版名 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

 

図Ｄ．３－４ 実装版名通知 

Ｄ．３．３．２．１ 実装クラスＵＩＤ副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

実装クラスＵＩＤ副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで構成される。

ただ一つの実装クラスＵＩＤ副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱの利用者データ項目の中に存

在する。表Ｄ．３－１は，必須領域のシーケンスを示す。 

表Ｄ．３－１ 実装クラスＵＩＤ副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 52H 
2 予約 この予約領域は値 00H で送られるが，しかし受信時に

はこの値は試験されない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実装クラ

スＵＩＤ領域の最後のバイトまでのバイトの数であ

る。それは符号無し２進数として符号化される。 
5-xxx 実装クラスＵＩＤ この可変領域は節Ｄ．３．３．２の中で定義されるア

ソシエーション要求側の実装クラスＵＩＤを含む。実

装クラスＵＩＤ領域はＰＳ３．５の中で定義されるＵ

ＩＤとして構成される。 
 

Ｄ．３．３．２．２ 実装クラスＵＩＤ副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

実装クラスＵＩＤ副項目は，可変領域によって後続される必須の固定長領域のシーケンスで構成され

る。ただ一つの実装クラスＵＩＤ副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣの利用者データ項目の中

に存在する。表Ｄ．３－２は，必須領域のシーケンスを示す 
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表Ｄ．３－２ 実装ＵＩＤの副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 52H 
2 予約 この予約領域は値 00H で送られるが，しかし受信時に

はこの値は試験されない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実装クラ

スＵＩＤ領域の最後のバイトまでのバイトの数であ

る。それは符号無し２進数として符号化される。 
5-xxx 実装クラスＵＩＤ この可変領域は節Ｄ．３．３．２の中で定義されるア

ソシエーション受諾側の実装クラスＵＩＤを含む。実

装クラスＵＩＤ領域はＰＳ３．５の中で定義されるＵ

ＩＤとして構成される。 
 

Ｄ．３．３．２．３ 実装版名構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

実装版名副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで構成される。ただ一

つの実装版名副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱの利用者データ項目の中に存在する。表Ｄ．

３－３は，必須領域のシーケンスを示す。 

表Ｄ．３－３ 実装版名副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 55H 
2 予約 この予約領域は値 00H で送られるが，しかし受信時に

はこの値は試験されない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実装版名

領域の最後のバイトまでのバイトの数である。それは

符号無し２進数として符号化される。 
5-xxx 実装版名 この可変領域は節Ｄ．３．３．２の中で定義されるア

ソシエーション要求側の実装版名を含む。それはＩＳ

Ｏ ６４６：１９９０（基本Ｇ０集合）文字の１から１

６の列として符号化される。 
 

Ｄ．３．３．２．４ 実装版名構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

実装版名副項目は，可変領域によって後続される必須固定長領域のシーケンスで構成される。ただ一

つの実装版名副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣの利用者データ項目の中に存在する。表Ｄ．

３－４は，必須領域のシーケンスを示す。 
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表Ｄ．３－４ 実装版名副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 55H 
2 予約 この予約領域は値 00H で送られるが，しかし受信時に

はこの値は試験されない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実装版名

領域の最後のバイトまでのバイトの数である。それは

符号無し２進数として符号化される。 
5-xxx 実装版名 この可変領域は節Ｄ．３．３．２の中で定義されるア

ソシエーション受諾側の実装版名を含む。それはＩＳ

Ｏ ６４６：１９９０（基本Ｇ０集合）文字の１から１

６の列として符号化される。 
 

Ｄ．３．３．３ 非同期操作（および副操作）ウィンドウ折衝 

非同期操作ウィンドウは，各方向に対する未解決操作または副操作要求（即ち，コマンド要求）の最

大数を折衝するために使用される。同期操作モードは省略時モードであり，そして全てのＤＩＣＯＭ 
ＡＥによってサポートされる。この折衝はオプションである。 

アソシエーション要求側はＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中で下記を伝達する： 

－ 非同期に起動することがある未解決操作および／または副操作の最大数 

－ 非同期に実行することがある未解決操作および／または副操作の最大数 

零の値は上記のパラメタが制限されないことを示す。非同期操作ウィンドウがない場合は，上記のパ

ラメタに対する省略時値は１に等しい。 

アソシエーション受諾側はＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で下記を伝達する： 

－ アソシエーション要求側に非同期に起動することを許す未解決操作および／または副操作の

最大数。この数は，アソシエーション要求者が（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示によって）起

動することを提案する未解決操作および／または副操作の数と等しいかそれ以下である。 

－ アソシエーション要求側に非同期に実行することを許す未解決操作および／または副操作の

最大数。この数は，アソシエーション要求側が（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示によって）実

行することを提案する未解決操作および／または副操作の数と等しいかそれ以下である。 

零の値は，上記のパラメタが制限されないことを示す。非同期操作ウィンドウがない場合は，上記の

パラメタに対する省略時値は１に等しい。図Ｄ．３－５および図Ｄ．３－６は，非同期操作ウィンド

ウ折衝の例を説明する。 

この折衝がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の中に存在しない場合，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で

省略される。 

注： アソシエーション要求側が（制限のない操作を示す）零の値を提案する場合，アソシエーション受諾側

は（制限のない操作に同意する）零を返すことがある，または零以外の値を伝達することによってパラ

メタを下げることを折衝することがある。 
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ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ）

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

非同期操作ウ

ィンドウ副項

目（53H） 

DICOM AE “A” 

が起動するこ

とがある操作

の最大数 (3) 

DICOM AE “A”

が実行すること

がある操作の

最大数 (2) 

非同期操作ウ

ィンドウ副項

目（53H） 

DICOM AE “A” 

が起動するこ

とがある操作

の最大数 (2)

DICOM AE “A”

が実行すること

がある操作の

最大数 (1) 

 

図Ｄ．３－５ 非同期操作ウィンドウ折衝 

（ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ”によって下げる折衝をされたウィンドウ） 

 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ）

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

非同期操作ウ

ィンドウ副項

目（53H） 

DICOM AE “A” 

が起動するこ

とがある操作

の最大数 (3) 

DICOM AE “A”

が実行すること

がある操作の

最大数 (2) 

副項目（53H）がない 

 

図Ｄ．３－６ 非同期操作ウィンドウ折衝 

（ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ”によって１，１の省略値にされたウィンドウ） 

Ｄ．３．３．３．１ 非同期操作ウィンドウ副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

非同期操作ウィンドウ副項目は必須固定長領域のシーケンスから構成される。この副項目は任意選択

である，そしてサポートされる場合，ただ一つの非同期操作ウィンドウ副項目がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡ
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ＴＥ－ＲＱの利用者データ項目の中に存在する。表Ｄ．３－７は必須領域のシーケンスを示す。 

表Ｄ．３－７ 非同期操作ウィンドウ副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 53H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，しかし受信時

にこの値については試験はしない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実行され

る操作の最大数領域の最後のバイトまでの数である。

この副項目の場合，符号無し２進数として符号化され

た 00000004H の固定値を持つ。 
5-6 起動される操作の最大数 この領域は節Ｄ．３．３．３の中でアソシエーション

要求側のために定義される起動される操作の最大数を

含む。符号無し２進数として符号化される。 
7-8 実行される操作の最大数 この領域は節Ｄ．３．３．３の中でアソシエーション

要求側のために定義される実行される操作の最大数を

含む。符号無し２進数として符号化される。 
 

Ｄ．３．３．３．２ 非同期操作ウインドウ副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

非同期操作ウインドウ副項目は必須固定長領域のシーケンスで構成される。この副項目は任意選択で

ある，そしてサポートされる場合は，ただ一つの非同期操作ウインドウ副項目がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡ

ＴＥ－ＡＣの利用者データ項目の中に存在する。表Ｄ．３－８は必須領域のシーケンスを示す。 

表Ｄ．３－８ 非同期操作ウインドウ副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 53H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，しかし受信時

にこの値については試験はしない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトから実行され

る操作の最大数領域の最後のバイトまでの数である。

この副項目の場合，符号無し２進数として符号化され

た 00000004H の固定値を持つ。 
5-6 起動される操作の最大数 この領域は節Ｄ．３．３．３の中でアソシエーション

受諾側のために定義される起動される操作の最大数を

含む。符号無し２進数として符号化される。 
7-8 実行される操作の最大数 この領域は節Ｄ．３．３．３の中でアソシエーション

受諾側のために定義される実行される操作の最大数を

含む。符号無し２進数として符号化される。 
 

Ｄ．３．３．４ ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝は，同位のＡＥが，アソシエーション上でサポートされる各ＳＯＰクラ
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スまたはメタＳＯＰクラスに対して彼らがつとめるであろう役割を折衝することを可能にする。この

折衝は任意選択である。 

各ＳＯＰクラスＵＩＤまたはメタＳＯＰクラスＵＩＤのためにアソシエーション要求側は，一つのＳ

ＣＰ／ＳＣＵ役割選択項目を使用することがある。ＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスは，三つの

役割値の一つによって後続される，それの対応する抽象構文名によって識別される： 

－ アソシエーション要求側はＳＣＵのみである 

－ アソシエーション要求側はＳＣＰのみである 

－ アソシエーション要求側はＳＣＵ，ＳＣＰの両方である 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択項目が存在しない場合は，アソシエーション要求側の省略時役割はＳＣＵで

ある，そしてアソシエーション受諾側の省略時役割はＳＣＰである。 

提案された各ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択項目に対してアソシエーション受諾側は，同一値（１）を返す

ことによってアソシエーション要求側提案を受諾するか，または値（０）を返すことによって提案を

拒絶する。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択項目がアソシエーション受諾側によって返信されない場合，アソシエーショ

ン要求側の役割はＳＣＵである，そしてアソシエーション受諾側の役割はＳＣＰである。図Ｄ．３－

７はＳＣＵ／ＳＣＰ役割選択折衝を説明する。 

ＳＣＵ／ＳＣＰ役割選択項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の中に存在しない場合は，それらがＡ

－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で省略される。 

注： 省略時役割のために作られた選択は，規格の前の版に作られた基準に基づいている。ＳＣＰ役割を使用

して抽象構文名を提案することを希望するアソシエーション要求側はこの項目をサポートしなければな

らない。ＳＣＵ役割を使用して抽象構文名を受諾することを希望するアソシエーション受諾側はこの項

目をサポートしなければならない。 
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A-ASSOCIATE 

要求 

（Ａ    Ｂ） 

A-ASSOCIATE 

応答 

（Ａ    Ｂ） 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ａ” 

SCU/SCP 役割

副項目（54H） 

ＭＲ保存 SOP

のための抽象

構文名 (1) 

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（1） 

SCU/SCP 役割

副項目（54H） 

ＣＴ保存 SOP

のための抽象

構文名 (3) 

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（1） 

SCU/SCP 役割

副項目（54H） 

基本プリント

SOP のための

抽象構文名 (5) 

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（0） 

ＤＩＣＯＭ応用エンティティ“Ｂ” 

SCU/SCP 役割

副項目（54H）

ＭＲ保存 SOP

のための抽象

構文名 (1) 

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（0） 

SCU/SCP 役割

副項目（54H）

ＣＴ保存 SOP

のための抽象

構文名 (3) 

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（1） 

SCU/SCP 役割

副項目（54H）

基本プリント

SOP のための

抽象構文名 (5)

SCU 役割 

（1） 

SCP 役割 

（0） 

 

図Ｄ．３－７ ＳＣＵ／ＳＣＰ役割折衝 

注： １．ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”は， ＭＲ保存ＳＯＰのためのＳＣＵとしてＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ａ”の提案し

た役割を受諾する；従って，ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”は，ＳＣＰ（ＳＣＵの誤り？）役割の中で実行する

であろう。ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”は，ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ａ”からのＳＣＰ提案を拒絶する。 

  ２．双方のＤＩＣＯＭ ＡＥは，ＣＴ保存ＳＯＰのためのＳＣＵおよびＳＣＰであることがある。 

  ３．ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”は，プリントＳＯＰのためのＳＣＵとしてのＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ａ”の提案

した役割を受諾する；従って，ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”はＳＣＰ役割の中で実行する。 

Ｄ．３．３．４．１ ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目は，必須領域のシーケンスで作られる。この副項目は任意選択である，

そしてサポートされる場合は，一つ以上のＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

－ＲＱの利用者データ項目の中に存在することがある。表Ｄ．３－９は必須領域のシーケンスを示す。 
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表Ｄ．３－９ ＳＣＰ／ＳＣＵ役割撰択副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 54H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，しかし受信時

にこの値については試験はしない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトからＳＣＰ役

割領域の最後のバイトまでのバイト数である。それは

符号無し２進数として符号化される。 
5-6 ＵＩＤ長さ このＵＩＤ長さは次の領域の最初のバイトからＳＯＰ

クラスＵＩＤ領域の最後のバイトまでのバイト数であ

る。符号無し２進数として符号化される。 
7 -xxx ＳＯＰクラスＵＩＤ この可変領域はこの副項目が属する対応する抽象構文

を識別するために使用されることがあるＳＯＰクラス

ＵＩＤまたはメタＳＯＰクラスＵＩＤを含む。ＰＳ

３．５の中で定義されるＵＩＤとして符号化される。. 
xxx ＳＣＵ役割 このバイト領域は節 D.3.3.4 の中でアソシエーション

要求側に対して定義されるＳＣＵ役割を含む。それは

符号無し２進数として符号化さる，そして下記の値の

一つを使用する： 
0 －ＳＣＵ役割をサポートしない 
1 －ＳＣＵ役割をサポートする 

xxx ＳＣＰ役割 このバイト領域は節 D.3.3.4 の中でアソシエーション

要求側に対して定義されるＳＣＰ役割を含む。それは

符号無し２進数として符号化される，そして下記の値

の一つを使用する： 
0 －ＳＣＰ役割をサポートしない 
1 －ＳＣＰ役割をサポートする 

 

Ｄ．３．３．４．２ ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目は，必須領域のシーケンスで作られる。この副項目は任意選択である，

そしてサポートされる場合は，一つ以上のＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

－ＡＣの利用者データ項目の中に存在することがある。表Ｄ．３－１０は必須領域のシーケンスを示

す。 

表Ｄ．３－１０ ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
1 項目タイプ 54H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，しかし受信時

にこの値については試験はしない。 
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3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトからＳＣＰ役

割領域の最後のバイトまでのバイトの数である。それ

は符号無し２進数として符号化される。 
5-6 ＵＩＤ長さ このＵＩＤ長さは次の領域の最初のバイトからＳＯＰ

クラスＵＩＤ領域の最後のバイトまでのバイトの数で

ある。それは符号無し２進数として符号化される。 
7 -xxx ＳＯＰクラスＵＩＤ この可変領域はこの副項目が属する対応する抽象構文

を識別するために使用されることがあるＳＯＰクラス

ＵＩＤまたはメタＳＯＰクラスＵＩＤを含む。ＤＩＣ

ＯＭ規格巻５に定義されるＵＩＤとして符号化され

る。. 
xxx ＳＣＵ役割 このバイト領域は節 D.3.3.4 の中で定義されるＳＣＵ

役割を含む。それは符号無し２進数として符号化さ

る，そして下記の値の一つを用いる： 
0 －アソシエーション受諾側はＳＣＵ役割選択のアソ

シエーション要求側提案を拒否する 
1 －アソシエーション受諾側はＳＣＵ役割選択のアソ

シエーション要求側提案を受諾する 
xxx ＳＣＰ役割 このバイト領域はこの巻の節 D.3.3.4 の中で定義され

るＳＣＰ役割を含む。それは符号無し２進数として符

号化さる，そして下記の値の一つを用いる： 
0 －アソシエーション受諾側はＳＣＰ役割選択のアソ

シエーション要求側提案を拒否する 
1 －アソシエーション受諾側はＳＣＰ役割選択のアソ

シエーション要求側提案を受諾する 
 

Ｄ．３．３．５ サービスオブジェクト対（ＳＯＰ）クラス拡張折衝 

ＳＯＰクラス拡張折衝は，アソシエーション確立時に，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥが特定サービスクラ

ス仕様によって定義される応用情報を交換することを許す。これは様々なサービスクラスがサポート

することを選択することがあり，またはしないことがある任意選択機能である。 

各サービスクラス仕様は，それがサポートする応用情報，およびこの情報がＳＣＵおよびＳＣＰ間で

折衝される方法を，そのＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスの一部として，文書化することが必要

である。サービスクラス仕様は，ＳＣＵおよびＳＣＰ役割の両方に対して，下記を明記する。 

－ 応用情報の意味（折衝規則を含む） 

－ 応用情報の符号化 

－ 応用情報が必須そして／または任意選択である条件 

－ 応用情報の省略時条件 

注： ＳＯＰクラス拡張折衝の使用はこの規格によって定義されるサービスクラスに限定されない。それは私

的定義サービスクラスに対しても同様に使用されることがある。 

アソシエーション要求側は，各ＳＯＰクラスＵＩＤまたはメタＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰク
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ラス拡張折衝項目のみを提案することがある。 

ＳＯＰクラス拡張折衝項目がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の中に存在しない場合は，それらはＡ－Ａ

ＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で省略される。 

Ｄ．３．３．５．１ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，（各サービスクラス仕様に対し特定の）サービスクラス応用情報領

域によって後続される必須領域のシーケンスによって作られる。この副項目は，特定サービスクラス

仕様毎に必要である。複数のＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱの利用

者データ項目の中に存在することがある，しかしながら，ＳＯＰクラスＵＩＤ毎にただ一つの副項目

が存在する。表Ｄ．３－１１は必須領域のシーケンスを示す。 

Ｄ．３．３．５．２ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，（各サービスクラス仕様に対して特定の）サービスクラス応用情報

領域によって後続される必須領域のシーケンスによって作られる。この副項目は，特定サービスクラ

ス仕様毎に必要である。複数のＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣの利

用者データ項目の中に存在することがある，しかしながら，ＳＯＰクラスＵＩＤ毎にただ一つの副項

目が存在する。図Ｄ．３－１１は必須領域のシーケンスを示す。 

表Ｄ．３－１１ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目領域（Ａ－ＡＳＳＯＣＡＴＥ‐ＲＱおよびＡ－ＡＳＳ

ＯＣＡＴＥ‐ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述

1 項目タイプ 54H 
2 予約済 この予約済領域は値 00H で送られるが，しかし受信時

にこの値については試験はしない。 
3 - 4 項目長さ この項目長さは次の領域の最初のバイトからサービス

クラス応用情報領域の最後のバイトまでのバイトの数

である。符号無し２進数として符号化される。 
5-6 ＳＯＰクラスＵＩＤ長さ ＳＯＰクラスＵＩＤ長さは次の領域の最初のバイトか

らＳＯＰクラスＵＩＤ領域の最後のバイトまでのバイ

トの数である。符号無し２進数として符号化される。 
7 -xxx ＳＯＰクラスＵＩＤ ＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラス識別子はＰＳ

３．５の中で定義されるＵＩＤとして符号化される。 
xxx-xxx サービスクラス応用情報 この領域はＳＯＰクラスＵＩＤによって識別されるサ

ービスクラス仕様に特有の応用情報を含む。この領域

の意味と値は識別されるサービスクラス仕様の中で定

義される。 
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付属書Ｅ（規格） コマンド辞書 

Ｅ．１ ＤＩＣＯＭコマンド要素の登録 

表Ｅ．１－１ コマンド領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ ＶＭ 領域の説明 
グループ長さ (0000,0000) UL 1 値領域の終端から次のグループの始まりまで

のバイトの数（偶数） 
影響されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0002) UI 1 操作に関係する影響されるＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
要求されるＳＯＰクラ

スＵＩＤ 
(0000,0003) UI 1 操作に関係する要求されたＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ 
コマンド領域 (0000,0100) US 1 この領域はこのメッセージによって伝達され

るＤＩＭＳＥ操作を識別する。この領域は次

の値の一つに設定される： 
0001H       C-STORE-RQ 
8001H       C-STORE-RSP 
0010H       C-GET-RQ 
8010H       C-GET-RSP 
0020H       C-FIND-RQ 
8020H       C-FIND-RSP 
0021H       C-MOVE-RQ 
8021H       C-MOVE-RSP 
0030H       C-ECHO-RQ 
8030H       C-ECHO-RSP 
0100H       N-EVENT-REPORT-RQ  
8100H       N-EVENT-REPORT-RSP  
0110H       N-GET-RQ 
8110H       N-GET-RSP 
0120H       N-SET-RQ  
8120H       N-SET-RSP 
0130H       N-ACTION-RQ  
8130H       N-ACTION-RSP  
0140H       N-CREATE-RQ  
8140H       N-CREATE-RSP  
0150H       N-DELETE-RQ  
8150H       N-DELETE-RSP  
0FFFH       C-CANCEL-RQ 

メッセージＩＤ (0000,0110) US 1 このメッセージを他のメッセージから区別す

る実装特有の値。 
応答されるメッセージ

ＩＤ 
(0000,0120) US 1 関連する要求メッセージの中で使用されるメ

ッセージＩＤ (0000,0110) 領域の値に設定さ

れる。 
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ＭＯＶＥ宛先 (0000,0600) AE 1 C-STORE 副操作が実行される宛先ＤＩＣＯＭ

ＡＥのＤＩＣＯＭ ＡＥ名称に設定される。 
優先度 (0000,0700) US 1 優先度は次の値の一つに設定される： 

LOW = 0002H 
MEDIUM = 0000H 
HIGH = 0001H 

データ集合タイプ (0000,0800) US 1 この領域はデータ集合がメッセージの中に存

在するか否かを示す。この領域はデータが存

在しない場合 0101H の値に設定される；他

のどの値もデータ集合がメッセージの中に存

在することを示す 
状態 (0000,0900) US 1 操作の適合性状態。付属書Ｃを参照。 
違反要素 (0000,0901) AT 1-n 状態が Cxxx の場合，この領域はその中でエ

ラーが検出された要素のリストを含む 
エラーコメント (0000,0902) LO 1 この領域は検出されたエラーの応用特有のテ

キスト記述を含む。 
エラーＩＤ (0000,0903) US 1 この領域は応用特有のエラーコードを任意選

択として含む。 
影響されるＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1000) UI 1 それに対してこの操作が行われるＳＯＰイン

スタンスのＵＩＤを含む。 
要求されたＳＯＰイン

スタンスＵＩＤ 
(0000,1001) UI 1 それに対してこの操作が生じたＳＯＰインス

タンスのＵＩＤを含む。 
イベントタイプＩＤ (0000,1002) US 1 この領域に対する値は応用特有である。 
属性識別子リスト (0000,1005) AT 1-n この領域は適用可能なｎ属性の各々に対する

属性タグを含む。 
行動タイプＩＤ (0000,1008) US 1 この領域の値は実装特有である。 
残存副操作の数 (0000,1020) US 1 操作に対して起動されるべき残存 C-STORE

副操作の数 
完了副操作の数 (0000,1021) US 1 成功して完了したこの操作に関連した C-

STORE 副操作の数 
失敗副操作の数 (0000,1022) US 1 失敗したこの操作に関連した C-STORE 副操

作の数 
警告副操作の数 (0000,1023) US 1 警告応答を発生したこの操作に関連した C-

STORE 副操作の数 
ＭＯＶＥ発生元応用エ

ンティティ名称 
(0000,1030) AE 1 このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作が実行されている

Ｃ－ＭＯＶＥ操作を起動したＤＩＣＯＭ Ａ
ＥのＤＩＣＯＭ ＡＥ名称を含む。 

ＭＯＶＥ発生元メッセ

ージＩＤ 
(0000,1031) US 1 このＣ－ＳＴＯＲＥ副操作が実行されている

Ｃ－ＭＯＶＥ－ＲＱメッセージのメッセージ

ＩＤ (0000,0110) を含む。 
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Ｅ．２ 使用しなくなったコマンド領域 

次に示すコマンド領域は退役したが，しかしこの規格の前の版との互換性のためにここに記載する。

退役したデータ要素およびコマンド要素についてのより詳細な情報についてはＰＳ３．５を参照のこ

と。 

表Ｅ．２－１ 退役コマンド領域 

メッセージ領域 タグ ＶＲ 
Length to End  (0000,0001)  退役 
Recognition Code  (0000,0010)  退役 
Initiator  (0000,0200)  退役 
Receiver  (0000,0300)  退役 
Find Location  (0000,0400)  退役 
Number of Matches  (0000,0850)  退役 
Response Sequence Number (0000,0860)  退役 
DIALOG Receiver  (0000,4000)  退役 
Terminal Type  (0000,4010)  退役 
Message Set ID  (0000,5010)  退役 
End Message ID  (0000,5020)  退役 
Display Format  (0000,5110)  退役 
Page Position ID  (0000,5120)  退役 
Text Format ID  (0000,5130)  退役 
Nor/Rev  (0000,5140)  退役 
Add Gray Scale  (0000,5150)  退役 
Borders  (0000,5160)  退役 
Copies  (0000,5170)  退役 
Magnification Type  (0000,5180)  退役 
Erase  (0000,5190)  退役 
Print  (0000,51A0)  退役 
Overlays  (0000,51B0)  退役 
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付属書Ｆ（規格） ＤＩＣＯＭ応用エンティティによる 

Ｐ－ＤＡＴＡサービスの使用法 

この付属書は，ＤＩＣＯＭメッセージがＤＩＣＯＭ応用エンティティによってＰ－ＤＡＴＡサービス

の中にカプセル化される方法を明記する（Ｐ－ＤＡＴＡサービスの定義についてはＰＳ３．８を参

照）。 

Ｆ．１ カプセル化規則 

ＤＩＣＯＭメッセージは，プレゼンテーションデータ値（ＰＤＶ）の利用者データとして，Ｐ－ＤＡ

ＴＡ要求プリミティブの中にカプセル化される。ＤＩＣＯＭメッセージは，それぞれＰＤＶの中に置

かれる，コマンド断片およびデータ断片の中に断片化される。同一プレゼンテーションコンテキスト

が，同一メッセージのあらゆる断片に対して使用される（即ち，同一メッセージの断片を含んでいる

ＰＤＶの利用者データに対して同一プレゼンテーションコンテキストＩＤ）。ＰＶＤ利用者データパ

ラメタは，メッセージ制御ヘッダによって先導される（コマンドまたはデータの何れかの）一つのそ

して唯一の断片を含む。このヘッダは次の何れかを示すであろう： 

ａ． 断片がコマンドのものかまたはデータタイプのものか 

ｂ． 断片がＤＩＣＯＭメッセージのコマンド／データの流れの最後の断片であるか，ないか 

Ｐ－ＤＡＴＡ要求ＰＤＶリストパラメタは，一つ以上のそのようなＰＤＶを含む（メッセージ制御ヘ

ッダおよび完全なメッセージ断片）。各ＰＤＶは，与えられたＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブの中に

全体が含まれており，そして幾つかのＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブに渡って広がらない。Ｐ－ＤＡ

ＴＡ要求プリミティブの中に含まれるＰＤＶは，同一ＤＩＣＯＭメッセージに関係している。メッセ

ージの各断片は偶数のバイトで構成される。 

注： １．ＰＳ３．５がメッセージを偶数バイト境界に定義するので，パディングは必要でない。 

  ２．上記の規則は，ＰＤＶの中に含まれる各断片が偶数のバイトで構成されること（のみ）を述べてい

る。そのため，（ＤＩＣＯＭ応用エンティティによって定義される，ＰＳ３．５を参照）グループ番号，

要素番号，値長さ等の符号化は，同一ＰＤＶ内にあることを保証しない。 

如何なるメッセージの断片も，メッセージの断片の順序を保持しているＰ－ＤＡＴＡ要求の対応する

シリーズによって，与えられたアソシエーション上で，送信されるＰＤＶのシリーズに帰着する。さ

らに，如何なる他のメッセージの断片も，現在のメッセージの全ての断片が送信されてしまうまでは，

送信されない（即ち，異なるメッセージからの断片をさしはさむことは許されない） 

同一Ｐ－ＤＡＴＡ要求プリミティブの中の二つの連続したＰＤＶは（従って，同一プレゼンテーショ

ンコンテキストＩＤを使用している同一メッセージの断片を含んでいる），同一タイプをもつ（コマ

ンドまたはデータ）二つのメッセージ制御ヘッダを含まないことを，強く推薦される。これらは，送

信側によって単一ＰＤＶの中に結合されているべきである。しかしながら，受信側は，そのようなＰ

ＤＶを受信し，そして処理することが可能でなければならない。 

注： 上記の規則は，（設定された最後の断片フラグを持つ）最初のＰＤＶの中のコマンド断片と，これに従

う（設定されたまたは設定されていない最後の断片フラグを持つ）二番目のＰＤＶの中のデータ断片を，

同一Ｐ－ＤＡＴＡ要求／指示の中で送ることを可能にする。特に，Ｐ－ＤＡＴＡ要求のＰＤＶリストパ

ラメタのために折衝された最大長が，完全なメッセージを保持するために充分である場合は，単一Ｐ－

ＤＡＴＡ要求が，全体のメッセージを交換するために使用されることができる。 
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Ｆ．２ メッセージ制御ヘッダの符号化 

メッセージ制御ヘッダは，各ＤＩＣＯＭメッセージ断片の前に配置される（図Ｆ．２－１参照）。そ

の存在は，全てのＤＩＣＯＭ抽象構文に対して必須である（抽象構文の詳細な議論はＰＳ３．８を参

照のこと）。 

メッセージ制御ヘッダは，次の値の一つをとる最下位ビット（ビット０）を持つ１バイトで構成され

る： 

ａ． ビット０が１に設定される場合，続く断片はメッセージコマンド情報を含む。 

ｂ． ビット０が０に設定される場合，続く断片はメッセージデータ集合情報を含む。 

次の最下位ビット（ビット１）は次の規則によって定義される： 

ａ） ビット１が１に設定される場合，続く断片はメッセージデータ集合またはメッセージコマン

ドの最後の断片を含む。初期失敗応答の受信に起因してメッセージデータ集合を終了すると

き，それは同様に１に設定される（初期失敗応答の記述についてはＤＩＭＳＥプロトコル手

続きを参照）。 

ｂ） ビット１が０に設定される場合，続く断片はメッセージデータ集合またはメッセージコマン

ドの最終の断片を含まない。 

ビット２から７は，送信側によって常に０に設定される，そして受信側によって検査されない。 

注： トランスポートデータ流れの中で，メッセージ制御ヘッダは，各ＰＤＶの中の最初のバイトである。ア

ソシエーション確立時に折衝される転送構文は，コマンド／データ断片に対する符号化を定義する。 

 

最初のバイト コマンドまたはデータ断片 

メッセージ制御ヘッダ 

プレゼンテーションデータ値（ＰＤＶ） 

ＤＩＣＯＭメッセージ 

コマンドまたはデータ集合情報 

コマンド／データ

最後／最後以外の断片

 

図Ｆ．２－１ プレゼンテーションデータ値およびメッセージ制御ヘッダ 
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付属書Ｇ（情報） コマンド要素相互参照 

頁 

(0000,0000) 36, 37, 38, 39, 40, 42, 43, 45, 46, 47, 49, 66, 67, 69, 71, 73, 74, 76, 77, 78, 79, 110 
(0000,0001) 12, 112 
(0000,0002) 36, 37, 38, 39, 42, 45, 46, 49, 66, 67, 69, 72, 74, 76, 77, 79, 86, 89, 90, 91, 92, 110 
(0000,0003) 69, 71, 73, 78, 88, 110 
(0000,0010) 112 
(0000,0100) 36, 37, 38, 39, 40, 42, 43, 45, 46, 47, 49, 66, 67, 69, 71, 72, 73, 74, 76, 77, 78, 79, 110 
(0000,0110) 22, 23, 24, 25, 27, 31, 34, 36, 37, 38, 39, 40, 42, 43, 45, 46, 47, 49, 50, 51, 52, 54, 55, 56, 

57, 58, 59, 61, 62, 64, 66, 67, 69, 70, 71, 72, 73, 74, 76, 77, 79, 110, 111 
(0000,0120) 37, 39, 40, 43, 46, 47, 50, 67, 70, 72, 74, 77, 79, 110 
(0000,0200) 112 
(0000,0300) 112 
(0000,0400) 112 
(0000,0600) 46, 111 
(0000,0700) 36, 38, 42, 45, 111 
(0000,0800) 36, 37, 39, 40, 41, 42, 43, 44, 45, 46, 47, 49, 50, 66, 67, 69, 70, 71, 72, 74, 76, 77, 79, 111 
(0000,0850) 112 
(0000,0860) 112 
(0000,0900) 25, 37, 39, 43, 46, 50, 67, 70, 72, 75, 77, 79, 85, 86, 87, 88, 89, 90, 91, 92, 111 
(0000,0901) 86, 87, 111 
(0000,0902) 86, 87, 88, 92, 111 
(0000,0903) 92, 111 
(0000,1000) 36, 37, 66, 67, 70, 72, 75, 76, 77, 79, 86, 88, 89, 90, 91, 92, 111 
(0000,1001) 54, 57, 59, 64, 69, 71, 74, 79, 88, 111 
(0000,1002) 66, 67, 89, 91, 111 
(0000,1005) 69, 86, 90, 91, 111 
(0000,1008) 59, 73, 74, 75, 89, 91, 92, 111 
(0000,1020) 43, 46, 111 
(0000,1021) 43, 46, 111 
(0000,1022) 43, 47, 111 
(0000,1023) 43, 47, 111 
(0000,1030) 36, 111 
(0000,1031) 36, 111 
(0000,4000) 112 
(0000,4010) 112 
(0000,5020) 112 
(0000,5110) 112 
(0000,5120) 112 
(0000,5130) 112 
(0000,5140) 112 
(0000,5150) 112 
(0000,5160) 112 
(0000,5170) 112 
(0000,5190) 112 
(0000,51A0) 112 
(0000,51B0) 112 
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